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本書は,高松丸亀町商店街A街区第一種市街地再

開発事業に係る隔地駐車場建設に伴う埋蔵文化財

発掘調査報告書で,高松市内町に所在する高松城

跡 (厩跡)調査報告及び同事業に伴う試掘調査結

果報告を収録した。

発掘調査及び整理作業については高松市教育委員

会が実施した。

調査から報告書に至るまで,下記の関係機関なら

びに方々の助言と協力を得た。記して謝意とした

片桐孝浩 (香川県埋蔵文化財センター),佐藤竜

馬 (香川県歴史博物館),乗松真也 (香川県教育

委員会文化行政課),松本和彦 (香川県歴史博物

館),森格也 (香川県埋蔵文化財センター),御厨

義道 (香川県教育委員会文化行政課),香川県教

育委員会,香川県歴史博物館,讃岐文化遺産研究

会 (順不同,敬称略)

高松城跡 (厩跡)の調査は,小川賢 (文化振興課

文化財専門員),末光甲正,中西克也 (讃岐文化

遺産研究会,当時)が行い,大朝利和 ,片桐節子

の補佐を得た。九亀町A街区の試掘調査につい

ては,大嶋和則 (文化振興課文化財専門員)が行っ

た。

以下の業務については,委託業務として行った。

遺構測量及び図化 :株式会社四国コンサルタント

遺物実測及び整理作業 (一部):片桐節子

遺物保存処理 :株式会社吉田生物研究所

遺物写真撮影 :杉本和樹 (西大寺フォト)

本書の執筆は,第 2章を川畑聰 (文化振興課文化

財専門員),第 5章を大嶋,その他を小川が行い
,

編集は小川,片桐で行った。

本文の挿図として,高松市都市計画図2千 5百分

の 1「高松市街北部」を一部改変して使用した。

発掘調査で得られた資料は,高松市教育委員会で

保管している。

本報告書の高度値は海抜高を表し,方位は座標北

(世界測地系)を表す①

本書で用いる遺構の略号は次のとおりである。

解!柵列状遺構 SD:溝状遺構 説(:土坑

訳 :柱穴 SR:旧河道 鬱← 性格不明遺構

土壌及び土器観察の色調表現は,新版 標準土色

帖農林水産省技術会議事務局監修・財団法人日本

色彩研究所色表監4多)に拠る。

本書に掲載した古図の所蔵については,以下のと

おりである。

口

2.

つ
０

l.

5.

7.

「生駒家時代讃岐高松城屋敷割図J:高松市歴史資

料館所蔵

「讃岐国高松城図寛永 17年生駒家報地没収大洲藩

主加藤泰興預当時」:高松市歴史資料館所蔵

「高松城下図屏風」:香川県歴史博物館所蔵

「享保年間高松城下図」:高松市歴史資料館所蔵

「讃岐国香川郡高松城図」:香川県歴史博物館所蔵

「東讃高松絵図」:香川県歴史博物館所蔵

「明治五年作図高松旧城下町図」:高松市歴史資料

館所蔵

「讃岐高松市街細目新図」:高松市歴史資料館所蔵

本書で用いる遺物の材質略号は次のとおりであ

る。

Wi木製品  Si石製品  Mi金属製品

B:骨角製品 G:ガラス製品

本書で用いた陶磁器・土器類の分類及び編年は
,

IFAね以下の論考に拠る。
・佐藤 20∞ :「高松平野と周辺部における中世土

器の編年」『空港跡地整備事業に伴う埋蔵文化

財発掘調査報告 第4冊 空港跡地遺跡Ⅳ』
・横田・森田 1978:「 白磁・青磁の分類」『九州歴

史資料館研究論集 4』

・乗岡 1999:「中近世の備前焼悟鉢の編年案」

『第 11回関西近世考古学研究会大会レジメ』
・乗岡2000:「 中世の備前焼甕 (壷)の編年柔」『第

2回中近世備前焼研究会』
・乗岡刻骸 :「近世備前焼悟鉢の編年案」『岡山城

三之曲輪跡―表町一丁目地区再開発ビル建設に

伴う発掘調査―』
・堀内秀樹ほか東京大学埋蔵文化財調査室 1勢7:

「東京大学構内遺跡出土陶磁器・土器の分類

(1)」 『東京大学校内遺跡調査研究年報 I

1996年度』
・藤澤 1998:「近世瀬戸村陶磁器変遷図」円頼戸市

史 陶磁史篇 6』

・大橋 2000:「九州陶磁の編鋼  『九州近世陶磁学

会 10周年記念』
・白神 1992:「堺摺鉢考」『東洋陶磁 第19号』
。松本202,佐藤 2∞3:「高松城編年」『国内出

上の肥前陶磁』・『サンポート高松総合整備事業

に伴う埋蔵文化財発掘調査報告第4冊 高松城

跡 (西の九町地区)Ⅱ ・第5冊高松城跡 (西の

九町地区)Ⅲ』

つ
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4.

6.

8.
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第 1図 調査位置図 (1/2,500)              第 37図 A8・ 9地点 I層上面検出柱穴群 (1/50)

第 2図 遺跡位置図 (1/50,000)              第 38図  SE104・ SX105平・断面図 (1//40),SE104

第 3図 高松城跡周辺主要調査地位置図 (1/10,000)          。SX105出土遺物実測図 (1/3・ 1/2)

第 4図 調査地内グリッド区分               第 39図 SX104・ SD103平・断面図 (1れ 0)

第 5図 第2遺構面平面図(1/100)            第40図 SX104出土遺物実測図① (1/3)
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第13図  SD107・ SP193・ 194平・断面図(1/40),      第49図 G6～ G9・ F6・ F8地点E～F層上面検出遺

SP193・ 194出土遺物実測図(1/3)             構 (1/50)
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第16図 SKl18・ 124・ 125平・断面図 (1//40),SK124,    第51図  SE101,SKl16・ SK104平・断面図 (1れ 0),
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第20図 SX103石材分類図(1/50)                 面図 (1れ 0)
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第22図 SX103出土遺物実測図① (1/3)              SE107出 土遺物実測図 (1/3)

第23図 SX103出土遺物実測図② (1/3・ 1/2)       第55図 SX101平 ・断面図 (1た 0)
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第27図 SX103出土遺物実測図⑥ (1/3)          第59図 SX101出 土遺物実測図④ (1/3)

第28図  SX103出土遺物実測図⑦ (1/3・ 1れ)        第60図 SX101出 土遺物実測図⑤ (1/3)
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第30図 SX103出土瓦実測図② (1/4)               本 (1/2)

第31図 SX103出土木製品実測図(1/3)          第62図 SX101出 土遺物実測図⑦(1/3),刻 印拓承 1/2)

第32図 SX103出土木製品・金属製品実測図 (1/3・      第63図 SX101出 土遺物実測図③ (1/3)

1/2)                      第64図  SX101出土遺物実測図③ (1/3)

第33図  A8・ 9地点E層上面検出遺構 (1/50)       第65図 SX101出 土遺物実測図⑩ (1/3,625:1/4)

第34図 SK106・ 108・ 110・ 119,132・ SE105平・断面    第66図 SX101出 土遺物実測図① (1れ )

図 (1/40), SK106・ 108・ 119,SE105出 土遺    第67図 SX101出 土遺物実測図⑫ (1/3)

物実測図(1/3)                 第68図  SX101出 土遺物実測図○ (1/3,653:1れ ),

第35図 SA102平 。断面図(1/50)                 刻印拓本 (1/2)

第36図  SX107平 ・立・断面図 (1麗0),SX107出 土遺    第69図 SX101出 土遺物実測図⑭ (1/2・ 1/3),刻 印

物実測図 (1/2・ 1/3・ 1れ)                拓本 (1/2)



第70図 SX101出 土遺物実測図⑮ (1//4,695:1/3)

第71図  SX101出 土遺物実測図⑩ (1/3・ 1//4,696・

697:1/8)

第72図 SX101出 土遺物実測図〇 (1/4)

第73図 SX101出 土遺物実測図〇 (1/2,S17:1/3,

Gl・ 2:1/4)

第 馳 図 SE001,SK001～ 004・ SP025平・断面図,

A13地点砂堆面検出遺構 (1/50),SE001・ 遺

構外出土遺物実測図 (1/3)

遺構変遷図―中世― (1/250)

高松城における調査地′点の比定図 (1/2,500)

遺構変遷図-17世紀前葉― (1/250)

遺構変遷図-17世紀中葉― (1/250)

遺構変遷図-17世紀末葉～ 18世紀前半―

(1/250)

第 80図 遺構変遷図-18世紀中葉～ 19世紀後半―

(1/250)

第 81図 「生駒家時代讃岐高松城屋敷割図」 (調査地

付近)

第 82図  「高松城下図屏風」 (調査地付近)

第 83図  「享保年間高松城下図」 (調査地付近)

第 84図  「讃岐国香川郡高松城図」 (調査地付近)

第 85図  「東讃高松絵図」 (調査地付近)

第 86図 「明治五年作図高松旧城下町図」 (調査地付

近)

第 87図  丸亀町A街区調査地位置図 (1/25,000)

第 88図 調査地位置図及び土層柱状図及び出土遺物

実測図

第 75図

第 76図

第 77図

第 78図

第 79図

図 版 目 次

図版 l SX103(南 方向から)

図版 2 SX103完掘時 (北方向から)

SX103完掘時 (南方向から)

図版 3 SX103踊場礫敷 (東方向から)

SX103踊場石列 (北方向から)

SX103刻印石

図版 4 SX103石材 Gl類

SX103石材 Gl類拡大

SX103石材 Gl'類

SX103石材 Gl'類拡大

SX103石材 G2類

SX103石材 G2類拡大

SX103石材 D類
SX103石材 D類拡大

図版 5 調査地西壁 (NSl)土 層

調査地西端部焼土

SK104検 出状況

図版 6 SKl16断面

SX103埋土上層部

調査地北東部 (EW4西半)土層

図版 7 調査地全景 (西方向から)

第 1遺構面 (南方向から)
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図版 15 SD101南吉Ь

SD101司ヒ菩Б
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SE101
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図版 16 SX102

SE107

SE105
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SE104,SX105
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調査地東端部遺構 (東方向から)
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図版 20 SX104
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SR201遺物出土状況

SR201

SR201土層堆積状況

SK201

SK202
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SD202

図版 24 SX103出土磁器碗類

SX103出土磁器皿類

SX103出土磁器碗類

図版 25 SX103出土磁器類

SX103出土陶器皿類

SX103出土陶器碗類

図版 26 SX103出土陶器類

SX103出土陶器類

SX103出土土師質土器皿

図版 27 SX103出土焼塩壼

SX103出土遺物

SX104出土焼塩壺

図版 28 SX104出土磁器類

SX104出土陶器類

図版 29 SE103出 土遺物

SK124出土遺物

SX102出土遺物

SX105出土遺物

図版 30 SX106出 土遺物

SX103出土土師質土器皿

SX101出土玩具類

図版 31 SX101出土磁器類

SX101出土陶器類

図版 32 SX101出 土陶器類

SX101出土土師質土器類

図版 33 出土遺物

図版 34 SD105出 土遺物

SE106出 土遺物

図版 35 SE103出 土遺物

SE107出 土遺物

SX104出土遺物

図版 36 SKl12出 土遺物

出土遺物

図版 37 SR201出 土遺物

砂堆上面出土遺物

SK124・ 125検出時出土遺物

図版 38 SK202出 土遺物

SK126出土遺物

SX103出土遺物

図版 39 出土遺物

図版 40 出土遺物

図版 41 SX107出 土遺物

SX104出土土師質土器皿

SD105出土遺物

SX104出土土師質土器

SK130出土遺物

SX103出土金属製品

図版 42 SX103出土軒丸瓦

SX103出土軒丸瓦

SX103出土埠

図版 43 SX103出 土瓦

図版 44 SX104出土軒九瓦

SX104出土軒平・桟瓦

SX101出土瓦

図版 45 SX103出土木簡

図版 46 出土遺物

図版 47 SX103出 土石製品

SX101出土石製品

SX101出上金属製品

SX101出土ガラス製品



第 1章 調査の経緯と経過

第1節 調査の経緯 (第 1図参照)

高松九亀町商店街A街区市街地再開発組合 浜 、「組

合」と略称する)は,株式会社三越高松店が同本館北

側に所有する平面駐車場において立体駐車場を建設する

計画を立てた。当該地は旧高松城内大手筋に面しており,

古図によれば高松藩の厩,御用屋敷にオロ当することから,

高松市教育委員会 (以下「市教委」と略称する)と組合

は協議を行った。その結果,「現状では周知の埋蔵文化

財包蔵地ではないが 高松城跡に関係する遺構が存在す

る可能性が高く,工事着手後に遺跡が発見された場合は

工事の進捗に重大な影響を及ぼす可能性もあるため,工
事着手前に試掘調査を実施し,遺跡の有無を確認するこ

とが望ましい。」ということで合意に達した。これを受け

て,組合から市教委に対し埋蔵文化財確認調査の依頼

があり,平成16年 7月 20。 21日 に市教委が試掘調査を

実施した。試掘調査は,立然駐車場建設予定地内で幅 2

m,長さ10mのトレンチを3箇所設定して実施し,西側

のトレンチを中心に中。近世の遺構。遺物が存在する2つ

の遺構面を確認した。市教委は試掘調査結果を香川県教

育委員会に報告し,当該地は周知の埋蔵文化財包蔵地と

なった。そこく 組合は平成16年 12月 9日 に香川県教

育委員会へ「周知の埋蔵文化財包蔵地における土木工事

等の届出」を提出し,事前に発掘調査を実施するよう県

教委から指導があった。市教委と組合は再び協議を行い
,

立体駐車場建設予定地の内,試掘結果から埋蔵文化財

の遺存する可能性が高い西側約650∬について工事着手

前に発掘調査を実施することで合意し,平成 17年 1月 31

日に両者の間で埋蔵文化財調査協定書を締結した。業務

名は「高松九亀町商店街A街区第‐種市街地再開発事業

に係る隔地駐車場建設に伴う埋蔵文化財管理業務」とし,

市教委は発掘調査・整理作業の実務を行い,その費用負

担及び契約・支払事務については組合が行うこととした。

発掘調査は平成 17年 2月 21日～同年 5月 12日に実施し,

整理作業は平成 17年 5月 1日～平成18年 9月 30日 に市

教委文化振興課円座整理事務所で実施した。

第2節 調査の経過

発掘調査は着手当初,重機によリコンクリート・撹乱土

除去を行ったが 一部は手作業で行わざるを得ず 3月の

天候不良の中,調査は難航した。それでも4月の好天の

中,予定していた第2遺構面までの調査を終え,大型井

戸 GX100の上部に残したコンクリート製基礎を関係機

関の協力により徹去し,遺跡の現地説明会を開催すること

ができた。説明会には,800名の参加者が集まり盛況に

第 1図 調査位置図 (1/2,500)

終わった。この後,大型井戸の調査等の残務を終え,期
間中に調査を無事終えた。

2/21～ 3た 重機によるコンクリート除去・表土剥ぎ

3/7～ 18 人力によるコンクリート塊・撹乱土除去作業

3/22～ 726 第 1遺構面 (近世)遺構調査

427 第 1遺構面写真測量

4/28・ 29 第2遺構面 (中世)遺構調査

4洛0 大型静 こ書トコンクリート基礎除去

5/1～ 6 大型井戸調査

5/8 遺跡説明会

5/9～ 12 井戸石積調査, コンクリート基礎下遺構調査

5/12 調査終了 撤収作業 (5/13ま ⑥

「

~~~~~~~~~― ―■

1町     |
(建設中) |

―

―
・

――」

整理作業については,下記の工程で行つた。

皿盈5

紀7月

�名8
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皿7■

村遮 1ナ

l182

-4月

Id8 5

程7月

h188

司 月

接合,復元

遺物実測

トレース

レイアウト

遺物撮影

原稿執筆

編  集

校  正

遺物収納
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第 2章 地理的環境 。歴史的環境

第 1節 地理的環境 (第 2図参照)

瀬戸内海に北面した香川県のほぼ中央に,低い山塊に

囲まれた高松平野がある。高松平野は西側が南から五色

台へと続く山地,東側が立石山山地によって取り囲まれた

東西 2傲m,南北 1微mの範囲に及んでいる。また,こ
の平野は,讃岐山脈から流下し,北へ流れて瀬戸内海ヘ

注ぐ香東川をはじめ本津川・春日,||・ 新川などによって形

成された扇状地でもある。さて,高松城の城下町として発

展した高松市街地は,香東川の東流路が瀬戸内海に注ぐ

河国の中洲や砂堆上に立地している。このため,城下町

は高松城築城と同時にこの中洲や砂堆を大規模に埋め立

てて形成されたと考えられている。香東川は,現在,石
清尾山塊の西を直線に北流する西流路のみだが V世紀

初頭,高松藩に招かれた西嶋人兵衛の河川改4歩によって

一本化されたものである。なお,17世紀の廃川直前の流

路は御坊川としてその名残をとどめている。

第2節 歴史的環境 (第 3図参照)

高松市街地の下に埋没している中洲や砂堆上に初めて

人の活動が認められるのは,弥生時代後期である。高松

城内南の武家屋敷跡で行われた発掘調査 (新ヨンデンビ

ル別館)では,ベースとなる砂層上面より柱穴とともに弥

生土器が多く出土し,付近に集落が存在していた可能性

が指摘できる。この発掘調査では,平安時代前期の溝も

わずかながら確認している①

この地域の土地が安定し,人力事巨常的に居住できるよ

うになるのは平安時代後期と考えられる。当時 この地

域は箆原郷と呼ばれ,安楽寿院領である野原庄が高松城

跡の南方に所在していた。野原庄は,白河院の勅使田が

応徳年間頃 (11世紀末葉)に立券荘号されたものである。

康治2年 (降98月 19日の太政官符によれば野原庄の

四至が条里によって表記されていることから,土地が安定

し条里地割または条里呼称がこの地まで普及していたと考

えられる。さらに時代が下ると,荘園としての機能以外に

も,文安2年 (1440の「兵庫北関入船納帳」には船籍

地として名前が記載されていることから,中世においては

港町としての機能を有していたと考えられる。時代は遡る

が 高松城跡西の九地区の発掘調査では,11世紀後半

～ 13世紀前半の護岸施設とともに県外から搬入された土

器が高い比率で出上している。さらに,西の九地区に隣

接する浜ノ町遺跡では,白磁四耳壼を埋納していた 13世

紀末から15世紀末の集落跡が確認されている。一方 高

松城跡東の九地区に目を転じると,16世紀後半以前の漁

民の墓群が検出されている。城跡より南東方向にある片

原町遺跡においては,15～ 16世紀に属するL字形の大溝

を検出しており,これは居館の外側にめぐらしていた堀の

一部と考えられている。

このように,高松市街地下において,古代末から中世

の集落等が確認され,文献からもうかがえるように,かつ

て港町が栄えていたと考えられる。この砂堆や中洲上に中

世都市が立地する状況は,博多や草戸千軒遺跡にも見ら

れるように全国的な傾向であり,これらの都市をつなぐ交

易が行われていたのであろう。このような時代背景のもと

に,高松城がこの地に築かれ,城下町が整備されたと考

えられる。

さて,この高松城および城下町を造ったのが 豊臣秀

吉の家臣であった生駒親正である。豊臣秀吉の四国征伐

により,天正13年 (1580長宗我部元親が降伏し,讃岐

国は仙石秀久。十河存保に与えられ,その後尾藤知宣の

領国となったが 天正 15年 (1587)生 駒親正が入封し,

讃岐 17万石を領した。高松城は,生駒親正の居城として
,

翌天正 16年から築城され,数ヵ年を要して完成された水

城である。水城と呼ばれる由縁は,北の守りを,頼戸内海

にゆだねるだけでなく,堀には海水が導かれているからで

ある。また,南方には大手 (十 日太鼓門)を構え,城の南

側に城下町が展開する「後堅固」の城でもある。城の構

造は,内堀・中堀・外堀といった三重の堀をめぐらし,内
堀より内側には本九・ニノ丸・三ノ九などの曲輪を配して

いる。本丸は,さ らに堀によって他の曲輪と独立しており,

本丸とニノ九をつなぐ鞘橋を落とすことによって敵の侵入

を防ぐ構造となっている。本丸には,天守閣と地久櫓が

設けられている。

寛永 V年 (16401御家騒動により生駒氏は出羽国矢島

に転封となり,寛永 19年に代わって松平頼重が高松城主

となり,東讃岐12万石を領した。松平頼重は,城の改

4笏を度 行々っているが 寛文 11年 (1年1)頃の大規模な

改修では,東ノ丸を造成するとともに,月見櫓・続櫓・渡

櫓などを造り,北に設けた水手御門より直接海へ出入りが

できるようにしている。その後,松平氏は高松城主として

明治維新を迎える。高松城は昭和 29年 (19541に 松平

氏より高松市に譲渡され,翌年玉藻公園として市民II開放

されるとともに,史跡として国指定され文化財の保護が図

られている。しかしながら,明治 17年 (1880に天守閣

が取り壊されるとともに,都市化の波によりしだいに堀は

埋め立てられ,本九近くまで市街化が進んでいる。
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第 2図 遺跡位置図 (1/50,000)

1厩跡 2松平大膳家中屋敷跡 3九の内地区 4松平大膳家上屋敷跡 5歴博地点

9三の九 (多 目的トイレ)10水手御門 ■ 三の九 12地久櫓台 13無量寿院跡

17高松北署地区 18県高等学校PTA会館地点 19浜 ノ町遺跡 20紺屋町遺跡

6県民ホール地点 7ア クトホール地点 8東の九 (作事丸)

14西の九A地区 15西の九 B地 区 16西の九 C地区

21片原町遺跡 22扇町一丁目遺跡 23東町奉行所跡

第 3図 高松城跡周辺主要調査地位置図 (1/10,000)
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第 3章 調査 の成果

第 1節 調査地の設定と調査の方法 (第 4図参照)

調査は立体駐車場建設予定地内において,試掘結果か

ら約 650∬の調査範囲を予定していたが アスフアルト舗

装,撹乱土を除去する過程全 十日三越仮店舗 (昭和 41年

建設)の基礎部分が予想された以上に大規模なものであ

ることが判明した。基礎は約 3m四方 地下 1～ 1.2m

の深度においてコンクリートブロックを設置したもの全 各

基礎間の距離が短く,また軟弱な砂質土の上に構築され

ていることから,重機によって遺構を傷めず除去を行うこ

とが極めて困難な】犬況であつた。このことから, これらを

除く約 550∬について調査を終えた後,調査工程等につ

いて再度調整を行い,基礎下にあって遺存状態が良好で

あるSX103を覆う4箇所に限り,クレーン車を用い撤去し

調査を実施することとした。

調査方法については,上述のコンクリート基礎を残した

状態全 太平洋戦争時の空襲痕を重機により除去した。

この後は人力で掘り下
'デ

暫叱 遺構確認。遺構掘削を

行いながら,地山面とされる砂堆層まで掘削を行った。

またコンクリート製基礎の下端に,0.5m程度,四方に張

り出す捨てコン材の打設部及硼 (頭大になる石敷き部分

を人力により除去し,遺構及び土層断面の確認を行った。

遺構等の図化は,空中写真測量 (業務委託)により1/50

等で全体及び主要部の図化を行い,適宜,手書きによる

1カ0等の図化を行った。調査地内の小区分は,この等

間隔に認められるコンクリート基礎を基準に,南北方向A
～G,東西方向 1～ 13で示されるグリッドを用い,地点

の呼称や遺物の取り上げに用いた。

第2節 主要遺構と基本層序 (第 5～ 8図参照)

調査では中～近世の遺構・遺物を確認したが このう

ち調査地中央部で確認された SX103(17世 紀中葉)が
特筆される。当遺構は,精緻に石積された石室と礫敷き

を伴った昇降部をもつ地下遺構く 埋没流路上に設置さ

れた地下空間は豊富な湧水により大型の井戸状を呈して

いる。良好な石積の遺存状況に加えて,生駒家の家紋と

みられる刻印石をもつ他,遺構の廃絶後となる東讃高松

絵図 (弘化年間)で記された「井戸址」に比定される守

遺構のもつ特異性が窺われる。この他,SX103と 同時期

の所産で石室をもつ SX10猛 道路の側溝とみられる石組

み溝 SD101(18世 紀前半～ 19世紀中葉),石組み井戸

SE106(V世紀前葉)があり,石造りされた遺構が比較

的良好な遺存状態で確認された。また大型の廃棄土坑が

SX104(18世紀前∋ ,SX101(19世 紀後∋ の2基確認

された他,17・ 18世紀代の井戸跡が7基あり,武家屋敷

での生活・土地利用の状況が窺われるものとなった。

基本層序については,調査地の西壁洋Slで層序が最

第 4図 調査地内グリッド区分

も揃って観察でき,これを基準としA～ H ttに分類した。

また調査地東部のみで認められるI層については,添 吐

の層序に認められる焼土よりD,E間に位置付けた。地

点毎の観察結果では,土質・色調等は必ずしも均―では

ないが 概ね次のような特徴をもつ。

A層 :太平洋戦争時の被災遺構とそのベマスとなる整地。

B層 :鈍い黄～暗灰責色のシルト質土,土壁や礫を含む。

SX101よ り19世紀後半以降の所産と考えられる。

C層 : 灰責～浅黄色細砂。小礫を含む。洪水層,あるい

は馬場に由来する可能性が考えられた。SX104よ り

18世紀前半以降の所産と考えられる。

焼土層あるいは焼土塊を含む整地。E層の上位く

C層下位の層序となるが 出土遺物に欠け時期を特

定できない。

オリー井 浅黄色土を塊・層状に含むシルト質土全

SX103の 埋め戻しに用いられる等 調査地東部で

認められる整地。SX103よ りV世紀後半の所産と

考えられる。

炭を含む褐灰色シルト質土く 吉Б分的に硬化が認

められる。直下で埋没するSE103,SD105等 は

焼土・炭を伴っており,火災直後となる整地の可能

性も考えられる。SE103,M)105等 によりy世紀

前葉頃の所産と考えられる。

褐灰色シルト質土。一部で砂混じりとなるが 基本

的には自然堆積層く 下位の G層が土壊化したも

のとみられる。

灰色シルト質土～砂く 東部において軟弱な砂堆と

なる。中世前半に埋没するSR201を覆う。

SR201の西岸部となる砂礫。調査地西部で微高地

を形成するが 当堆積層も礫・砂のラミナ状の地積

であることから,本来は河川の沖積に由来するもの

と考えられる。

D層

I層

E層

F層

H層

調査は試掘結果により,B層直下～F層上面までを第

1遺構面 (近世～近代),砂層 G層及び H層上面を第 2

遺構面 (中世)と して実施し,遺構面の所属を遺構番号

の頭に用いた。また0で始まる遺構番号は,撹乱直下の

砂層面で確認されたものく 直接,遺構面の所属が特定

できないものを示坑

醒
一

トーンの範囲はコンクリート基礎部分を示す
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コンクリート基礎を含む撹乱層

‰  遺構埋土

‐ 遺構裏土
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第3節 中世以前の遺構 。遺物

SR201西岸部出土遺物 (第9図参照)

調査地西部 D3,砂層中において確認した弥生土器底

部である。標高 0.8m前後,SR201の西岸を形成するH
層中に埋没していたもの全 出土状況からも原位置を留め

るものでなく,南西部からの流入物とみられる。よってH
層については,弥生時代後期以降に形成された堆積層と

考えられる。

1は,弥生土器の底部。体部下半に穿孔が認められ,

土器棺に使用されていた可能性が考えられる。ローリング

の痕は大きくなく,外面にミガキ調整,内面にはケズリ調

整及び有機物の付着が認められる。底部には平坦部が残

り,後期の所産と考えられる。

SR201(第 10図参照)

調査地西部 E3,4,F4において確認した自然流路奄

砂層 G層の下位に位置する標高 088mで西岸を検出した。

幅4m程を測るが 東岸については大きく下がり, また礫

を伴わない砂質土であったことから,更に東へ広がる可能

性がある。埋土は上層部が円礫を含む責色～灰黄掲色砂

質土く 下層部は灰色シルト質粘土とオリーブ色砂のラミ

ナ状の堆積を呈するものく 深度は西岸部から07m程を

浪よる。

調査が可能であった範囲は狭小であったが 】ヒ東方向を

示し, この方向に位置するSX103,SE103,SD105等一

定の深度をもつ遺構に当該期の遺物が見られ, これらの

下位を通り調査地の北東方向へ廷びるものと考えられる。

遺物は下層に堆積した粘質上を中心に認められ,比較的

遺存の良い杯等の土師質土器や牛馬とみられる顎部の骨

等が出上した。所属時期については,出土遺物から概ね

12・ 13世紀代に埋没期を迎えるものと考えられる。

訳 201他出土遺物 (第 10図参照)

2～4は白磁碗全 河蜻 だが横田・森田分類 (横田・森

田 19℃)で I・ Ⅷ類に相当するものとみられる。 5'6
は,土師質土器杯である。 5は底部の回転ヘラ切り痕及

び法量から,佐藤編年 (佐藤 20001の杯 DI-4に相当

する。7は,黒色土器の椀底部。 8～ 11は ,和泉型瓦

器椀・皿である。12は,管状の上錘である。13は小型

の上師器甕く 内外面に荒いハケロ調整を施魂 □縁端

部は摘み上げられ,凹状の面をもつ。13については重複

するSX101の出上であるが 明確に異なる所属時期やほ

ぼ完存する状態から,当流路に関わる遺物の可能性が考

えられる①

７
川
３
＼
十
叶

N

L=100m

0                      1m

S

0                                       20cm
l         l

第 9図 SR201西岸部遺物出土状況図 (1/20),出土遺物実測図 (1/4)
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第 10図 SR201平・断面図 (1/50),SR201他 出土遺物実測図 (1/3)

0                              2m

0                         10cm
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第2遺構面検出溝・土坑 (第5,11図参照)

調査地東半部ではSR201埋没後にあたるG層上面全

以下の溝・土坑の他, ピットカ辻ヒ較的密集して検出された。

SR201と 同様に北東方向を向くSD201や東西方向に主軸

をもつ SK201・ 203'205があるが 確認可能であった範

囲が狭く, また遺物も皆無に等しい出と伏況からも不明

な点は多い。これらの遺構の所属時期については,G層
上面までで採取した遺物や SK202の出土遣物から,中

世後半～近世初頭の時期が窺われるのみである。

SD201(第 5。 11図参照)

調査地東部で確認した溝である。標高0拓 ～ 0,92m

全 約 13mにわたり検出した。N28° 工前後の方位をや

や蛇行気味に延びる。幅 1.5m,深度 0.15mを測り,埋
土は灰白色細砂の混じる灰黄褐色砂質シルトく 断面は

舟底形を呈する。出土遺物は,少量の瓦器 土師質土器

白磁があるが 糸田片でローリングが著しく所属時期を窺え

るものはない。

SD201出土遺物 (第 11図参照)

14は ,和泉型瓦器椀の口縁郡片である。

SD202(第 11図参照)

調査地南部 GZ標高 1.3mで確認した溝である。検出

長 1.2mに留まるが 直線的に廷びて洋 74° Wの方位

を示している。幅 048m,深度 0。12mを測り,埋土は灰

白色細砂の混じる灰責褐色砂質シルト金 断面はU字形

を呈する。出土遺物は無く,言耕冊な時期は不明である。

SK201(第 11図参照)

調査地東部 C12・ 13,標高 0,80mで確認した土坑であ

る。平面は長軸 2.18m,短軸 1.30mを測る楕円形を呈し,

主軸方位は 洋84° 平 を示すき埋土は灰白色細砂の混じ

る灰黄褐色砂質シルトく 断面は舟底形を呈する。出土

遺物は少量全 須恵器奏,瓦器 土師質土器細片がある

が 詳細な時期は不明である。

SK202(第 11図参照)

調査地東部 E10,標高 0.87mで確認した土坑である。

東半部を撹乱坑により欠くが 平面は径 1.3m程の円形を

呈するものと推定される。埋土は炭を多量に含む褐灰色シ

ルト全 断面は舟底形を呈する。出土遺物は少量全 図

化したものの他に,瓦器 土師器の細片がある。詳細は

不明だカミ 出土遺物から概ね中世末・近世初頭の所属時

期が推定される。

SK202出土遺物 (第 11図参照)

15は瀬戸・美濃系陶器金 鉄釉を施す天目茶碗である。

16は ,瓦質焼成の甕口縁部である。器面は摩減しており

細部不明だが タト面に叩き成形の痕跡が認められる。

説(203(第 11図参照)

調査地東部 Ell,標高 0.91mで確認した土坑である。

平面は長軸 1.94m,短勤 0,78mを測る楕円形を呈し,主
軸方位は 洋8ず Wを示坑 埋土は炭を多量に含む褐灰

色シルトく 断面はU字形を呈する。出土遺物は無いが

埋上の特徴が SK202と 同様に観察されていることから,

同時期の所産と推定される。

SK204(第 12図参照)

調査地北端部 A9,標高0招 mで確認した土坑である。

大半部を後出する撹舌いこより欠いており,言軒冊は不明。埋

土は灰白色細砂の混じる灰責褐色砂質シルト全 確認さ

れた深度は 0.14m。 出土遺物に少量の上師質土器細片

があるが 詳細な時期は不明である。

SK205(第 11図参照)

調査地南端部 G猛 標高 097mで確認した土坑である。

平面は長軸 ■諺 m,短軸 0.58mを測る楕円形を呈し,

主軸方位は洋80° Wを示坑 埋土は褐灰色砂混じリシル

ト全 断面は台形を呈する。出土遺物に少量の上師質土

器細片があるが 言半細な時期は不明である。

G層上面出土遺物 (第 11図参照)

17は ,津州窯系青花碗の口縁部である。18は白磁皿く

見込みに沈線と蛇ノロ釉剥ぎが施されており,横田・森田

分類のⅢ類に相当する。19は備前悟鉢く 口縁部は断面

扁平に拡張され外面に凹線をもたないことから,乗岡編年

(乗岡 19991の 中世5期に相当する。20,21は土師質土

器郭・皿全 国縁部が大きく外傾する。いずれも胎土は

橙色を呈し,底部には糸切り痕が認められる。22は土師

質土器郭底部奄 体部から口縁部へ直立する形態のもの

とみられる。胎土は浅黄色を呈し,底部には静止糸切り

痕が認められる。23は,和泉型瓦器椀である。斃 は須

恵器椀底部全 内面には刷毛目状の板ナデ調整が認めら

れる。25は土師質焼成の羽釜全 国縁部に強い回転ナ

デを施坑 26は,管状の上錘である。
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第4節 近世の遺構 。遺物

調査地北東部 F層上面検出遺構 (第 12～ 16図 )

調査地北東部では,F層上面に帰属し一定量の遺物を

伴う井戸 滞,土坑等が近接して確認された。何れもE

層に被覆されており,同層と近似した埋土をもつことに加

え,遺構間で接合する遺物もあることから,整地 E層に

より大半部が埋没したものと推定される。この埋没時期に

ついては,出土遺物に肥前系陶器が伴い,同磁器が存在

しないことから17世紀前葉と考えられる。

SE106(第 12図参照)

調査地中央部 C9,標高 0.63mにおいて確認した石組

み井戸である。土層断面でSX103のベース面のE層より

下位全 F層上面で観察したもの全 平面はコンクリート

基礎 B9の除去後, 罰 107と共に検出した。掘り方は平

面で 1.8m程の円形を呈し,断面では南壁が垂直方向に

立ち上がるが SD107方向になる北壁は,段が付き開き

気味となっている。井側の石組みは平面で内径約 0.8m

のほぼ円形を呈しており,3段残る石積は,02～ 0.6m

大の角礫が横方向の目地に揃うように平積され,小型のも

のに小口積がみられる。石材は安山岩系のもので占めら

れるが 一石のみ西壁上端に最大の石材となる花商岩が

認められる。埋土は上層部が遺物を包含し,グライ化し

た灰色シルト質粘土層く 下層部には浅責色細砂層が堆

積している。湧水が認められる底面では断面台形状に窪

んでいるが 曲物等の井筒は確認できなかった。出土遺

物は埋土からコンテナ1麗 程度あり,図化したものの他 ,

備前系陶器 須恵器細れ 瓦等がある。

SE106出土遺物 (第 12図参照)

27・ 28は,淳州窯系青花の碗・皿である。29は肥前系

陶器全 月台土目の皿である。30は土師質土器皿全 月台土

は橙色を呈し底部に回転糸切り痕が認められる。31・ 32

は土師質土器鋼類の口縁部。33は陶器甕の体部胤 胎

土は明責褐・灰色土の交胎全 内面に同心円状の当て具

痕が認められる。内外面とも褐色に施釉されたもの全

SE103よ り同一個体とみられる口縁部 (461が出土してい

る。Mlは掘り方から出土した鉄製品全 釘あるいは工

具の類と考えられる。先端が台形状に先細る扁平なもの

全 月巴)E謝
~る

頭部が付く。
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第 13図 SD107・ SP193・ 194平・断面図 (1/40),SP193・ 194出土遺物実測図 (1/3)

SD107(第 13図参照)

調査地北部 B9,標高 0.55mで確認した溝である。検

出長は2m程だが SE106付近で大きく広がり,北に位置

するSK124へと直線的に廷びる。北部では幅 0.30m,

深度 0.14mを測り,断面はU字形を呈する。埋土はグラ

イ化し,炭を多量に含む灰色シルト粘土である。出土遺物

は無いが 検出面より17世紀前葉の埋没時期が考えられ

る。

SP193(第 13図参照)

調査地北部 B9,SDЮ7東岸,標高 0.54mで確認した

ピットである。平面は長軸 0.36m,短軸 0.26mの楕円形

を呈する。埋土は炭を含む褐灰色シルト金 人頭大の扁

平な根石が認められる。

SP193出土遺物 (第 13図参照)

34は ,備前系陶器悟鉢である。日縁部及び斜め方向

の指目から,乗同編年の近世Ib, c期に相当する。

SP194(第 13図参照)

調査地北部 B9,SD107東 岸,標高 0.58mで確認した

ピットである。平面は径 0.3mの円形く 埋土は炭を含む

褐灰色シルトである。

SP194出土遺物 (第 13図参照)

35は土師質土器皿全 胎土は橙色を呈する。

SEЮ3(第 14図参照)

調査地東部 A10,標高 0.85mで確認した井戸状遺構

である。後出のSX105に南半部を壊されており詳細は不

明だが 平面は2.3m程の円形あるいは隅九方形の形態

が推定される。F層をべ‐スに深度 0,96mま で開削され

ており,断面は台形を呈し,北壁上端都では段が認めら

れる。埋土は上層にE層と近似した炭を含む灰色シルト

質土及び焼土,中層に円礫が混じるシルト質土,下層に

粘土と砂の互層,最下層にグライ化した灰色シルト層が堆

積している。また下層と最下層との境には,転落石とみら

れる人頭大の安山岩・角礫凝灰岩が確認されており,下

層部以下で湧水が認められることを考え合わせると,下層

部までが廃棄以後の埋め戻し及び整地に伴う堆積物と推

定される。遺物については細分して取り上げていないが

中層付近までで大半のものが認められる。出土遺物はコ

ンテナl箱分あり,図化したような陶磁器類の他,巻貝や

骨片等がある。

SE103出土遺物 (第 14図参照)

36～ 38は,肥前系陶器碗である。36は SK124・ 125

との接合資料となっているものく 畳付には糸切り痕が認

められる。39～ 42は肥前系陶敵 、胎土目の皿である。

39には,鉄絵が施されている。43は瀬戸・美濃系陶器全

菊皿である。高台内部にはトテン痕が認められる。44は

肥前系陶器■ 鉄絵を描く大皿である。45は,備前系陶

器壼である。胎土は灰色を呈し,器面は赤褐色に焼き締

まる。46は陶器甕口縁である力弓胎土及び施利状態から

33と 同一個体の可能性が考えられる。47～ 51は土師質

土器皿である。胎土は47～ 49が橙色,50・ 51が貰褐色

を呈する。51は底部に回転糸切り痕を残し,器形より高

松城編年 (佐藤2000の皿△Ⅳ形式に相当する。他の底

部調整は,ナデ あるいは板状圧痕が認められる。また

49～ 51の口縁部には煤が付着しており,灯明に用いられ

たと考えられる。52は,土師質土器足鍋である。53は ,

管状の上錘である。Slは角礫凝灰岩奄 明瞭な加工痕は

残らない。
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L=100m

1:灰色 (5Y6/1)砂混じリシルト(炭含む) 8:6・ 7の互層

2:赤褐色 (2斑R70極細砂 (焼土)  9:灰 色 ヽ キ0)シルト(礫含む)

3:仄色 (5Y71)シ ルト質粘土 (円礫混じる)

4:褐灰色 (10YR71)シ ルト (円礫若千混じる)

5:黄灰色 ¢5Y71)シ ルト

6:灰色 仙硼 粘土

71鈍い黄橙色 (10YⅣ潟)砂 (鉄分沈着)

0                        2m

0                   10cm                                                  0                          10cm

図 SE103平・断面図 (1た0),SE103出 土遺物実測図 (1/3・ 1/2)
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SD105(第 15図参照)

調査地北東部 All・12,B12で確認した溝状遺構である。

標高 1,00m前後全 約 6.lmにわたり検出した。悴9° こ

の方位に延びるが 南半で次第に浅くなり途切れる。北端

で幅2Xtt m,深度 054mを測り,断面はU字形を呈する。

埋上の堆積状況は,中位までは炭・焼上を含むシルト・砂

質上の互層で配 103の上層部と似た状況を呈しており,同
様の埋め戻し。整地の際による堆積と推定される。これ

に対して,下位については砂層が観察されていることから
,

機能時においては水流があったことが窺われる。出土遺

物はコンテナ2箱程度あり,図化したものの他,土師質土

器皿,内耳付鍋等の細片や羽口がある。

SD105出土遺物 (第 15図参照)

54は,澤州窯系青花大皿の底部である。

“

～57は,肥
前系陶器皿である。56は胎土目のものく 57は鉄絵を描く

大皿である。58は,備前系陶器指鉢である。口縁部及び

斜め方向の指目から,乗岡編年の近世Ib,c期に相当す

るものと考えられる。59は軟質施釉陶器全 ひょうそくと考

えられる。印 §こ用いられたためれ 器面の剥離が著しい。

6Clは 土師質土謙 ,体部が大きく開く鉢類とみられるが

内面を中心に煤化が認められる。S2は,砥石である。断

面台形く 4側面に磨耗が認められる。M2は,鉄釘であ

る。61は手捻りの大型土製品奄 頭部先端及び左前足が

切り落とさ″て いる。62～ 66は下位に存在したと推定される

SR201からの混入品とみられるものく 不日泉型瓦器椀 163・

∽ ,十瓶山窯産黒色土器椀 (⑪ ,土師器椀 1661カち る。

SKl18(第 16図参照)

調査地北東部 A12,標高 0.89mで確認した土坑である。

一部で調査範囲より外れるが 平面は長軸 1.36m,短軸

α97mを測る楕円形を呈するものとみられる。深度は約α5

mく 断面は台形を呈する。埋土は上部に炭を含む暗灰

黄色シルト全 下層部に砂質土の堆積が認められる。西半

が重複関係にあるSD105の埋土と上・下層部において近

似しており,明確な前後関係は認められないことから同時

期に機能し埋没したものと考えられる。出土遺物は少量全

肥前系陶器 備前系陶器 土師質土器細片がある。

SK124(第 16図参照)

調査地北端部 A9,標高 0馳 mで確認した土坑である。

A8～ AЮ においては,E層が大きく窪んでおり(第 8図

ETV4参照),その下端でSK125と 共に検出された。南部

を欠くが 平面は長軸 1翌 m以上金 短軸 1.37mの長方

形と推定される。深度は約α3m金 断面は台形を呈する。

埋土は上部に灰色～褐灰シルト質土層,下層部に浅黄橙

色シルト層が認められた。出土遺物はコンテナ1/4程度あ

り,図化したものの他,土師質土器細片 瓦器椀,須恵

甑 、瓦,鉄釘等がある。

SK124出土遺物 (第 16図参照)

67～ 70は肥前系陶器く 碗 (671,胎 土目の皿 (60,

絵唐津向付 (69・ ④ である。

SK125(第 16図参照)

調査地北端部A9,標高0.83mで確認した土坑である。

鰐 より東ノ耳 る窪地の東肩において検出された。北部が

調査範囲より外れるが 平面は14m足らずの円形あるい

は隅九方形と推定される。深度は約隧 mを測り,断面は

台形と推定される。埋土は上部が炭を含む鈍い責橙色シ

ルトく 下層部に円礫を含スッだ灰白色シルト質土層が認め

られた。出土遺物は少量く 瀬戸・美濃系陶器皿等の細

片がある。

SK124・ 125検出時出土遺物 (第 16図参照)

71～ 77は,調査地北端部 A8～ A10区間で認められ

た窪地の掘削時のものく SK124・ 125検出までの出土遺

物である。71'72は ,肥前系陶器碗である。71の畳付

には,胎土日の熔着が認められる。73・ 74は,責橙色の

胎土をもつ土師質土器杯・皿である。75は土師質土器の

底部全 器面は摩滅している力萌卜面には平行する叩き痕が

認められる。76は土師質土器奏く 内面にハケ調整を行

う。77は備前系陶器指鉢全 国縁は断面三角形になって

おり顎下端は突出する。斜め方向の悟目が認められること

から,乗岡編年の近世Ib, c期 に相当する。

SK126(第 17図参照)

調査地北東部 B12,標高 1.02mで確認した土坑である。

平面は大半部を欠くことから全容は不明であるが L宇形

のコーナーをもつことから,長軸 1.6m以上の方形もしく1ま

長方形金 N‐12° E前後の主軸方位が推定される。また

南西隅部においては,径 随 m程の円坑が遺構掘削に伴

い確認さヤて いる。深度は約 0.5m,断面は台形と推定さ

れ 炭・焼土を含む埋土には大型の骨片が多数認められた。

出土遺物はコンテナ1/3程度あり,図化したものの他,土
師質土器皿の細片 骨片等がある。

SK126出土遺物 (第 17図参照)

78・ 79は肥前系陶器全 78は 鉄絵を描く皿である。

80は ,土師質土器悟鉢の底部である。M3は鉄製品全

先端部が台形に先細る扁平な基部をもつ。頭部付近が折

れ曲がっており,釘類と推定される。

SK127(第 17図参照)

調査地北東都 B12,標高0.94mで確認した土坑である。

平面は,長軸0.6m,短軸 Mmを 測る楕円形を呈する。

深度は0.36m,断面は台形を呈するが 】ヒ東方向に段が

付いており遺構の規模から柱穴の可能性も考えられる。埋

土は砂混じり責灰色シルト質上の単層である。出土遺物は

少量全 図化したものの他,土師質土器 瓦器細嵐 鉄

釘等がある。

SK127出土遺物 (第 17図参照)

81は肥前系陶憩 、鉄釉を施す碗である。
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1

2

3

4

暗灰責色 (25Y4/2)シ ルト質粘土 (炭合む)

灰白色 (25Y7/1)粗 砂

灰黄色 (25Y6/2)砂 混じリシルト

灰白色 (25Y7/1)砂 (灰色シルト混じる)

SKl18

0           1m

l

2

灰色 (N6刀)～褐灰色 (10YR6/1)砂 混じリシルト

浅黄橙色 (10YR8/3)シ ルト

N
L=090m

S

0                        2m

監   督
C

~ ＼2

鈍い黄橙色 (10YR7/3)シ ルト (炭含む)

灰白色 (25Y7/1)砂 混じリシルト (円礫含む)

密

・断面図 (1/40),SK124,SK124・ 125検出時出土遺物実測図 (1/3)
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1黄灰色 (25Y5/1)シ ルト (炭・骨片含む)

:黒褐色 (10YR3/1)シ ルト質粘土

(炭・焼上を多量に含む)

0           1m

N
し=100mg

黄灰色 (%Y6/1)シ ルト質極細砂

(明黄褐色極細砂混じる)

0          1m

0                       1ocln

SK129(第 17図参照)

調査地東端部 C13,標高0.84mで確認した土坑である。

平面は,06m程の円形を呈する。深度は0.16m,断面

は舟底形く 埋土は砂混じり褐灰色シルト質土の単層であ

る。出土遺物は少量全 図化したものの他,土師質土器

細比 鉄釘等がある。

SK129出土遺物 (第 17図参照)

82は肥前系陶器碗の底部金 畳付に糸切り痕が残る。

第 17図 SK126・ 127・ 129・ 130平・断面図 (1/40),SK126・ 129・ 130出土遺物実測図 (1/3・ 1/2)

0                        10cm

0                  5cm

0                         10cna    0                  5cm

SK130(第 17図参照)

調査地東端部 C13,標高 0.82m雛認した土坑である。

東部を欠くカミ 平面は0.5m程の円形と推定される。深度

は0.24m,断面は台形を呈し,埋土は炭を含む褐灰色シ

ルト質上の単層である。出土遺物は少量である。

SK130出土遺物 (第 17図参照)

83は土師質土器杯。胎土は鈍い橙色を呈し,底部に

回転糸切り痕が残る。M4・ 5は,鉄釘である。

郵
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…
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調査地北東部E層上疏 出麟  (第 18～ 36図参照)

以下 (第 18～箭 図)は E層上面で認められ 且つI層

に被覆あるいはそれと同系の埋土をもつ遺構である。SX103

以東を中心に認められ 下位面及びSX103の出土遺物から

17世紀前葉以降く V世紀後半までの所産と推定される。

SX103(第 18～ 21図参照)

調査地中央部で確認された地下遺構奄 精緻な石積をも

つ地下空間とこれに付随する半地下の昇降部で構成される。

石積された灯 空間は,豊富な湧相こより大型の井戸状を呈

し,南西隅②真には半地下吉Ь分から降りる階段石とみられる

扁平な石が置かイ顎ξいる。半地下部分の床面は礫敷を行う

ものく この周囲を取り囲むように石列と石積に伴う裏込石

が認められる。地下室と井戸 双方の性格が想定されるが

ここでは石積された蝠 空間を石室,これにイ寸随する半地下

部分を踊場とⅡ乎称し,以下 確認Mを報餅 る。

掘り方 (第 18・ 21図):検出された標高は,北部で最も高

くl17mを預1り,続いて五 南音防S100～ l10m,破壊の

大きい東部では 0.8～ 0.9m前後を沢1る 。平面の規模・形

態は,南北方向Юtt m,東西方向 6B m前後を測り長方

形を呈するが この内,踊場部分は東西方向に広く,約 735

mを測り,南端吉防ミやや東西方向に突出している。

断面は踊場の基底で段が付き,更に石室の石積の2段目

上端に相当する高さでもf刻犬を封 る。また後述するように

2段目までとそれ以上の石積との石材質に違いが認められ

段付の掘り方となる′点は石債Ω巨巴に関連するものと推定さ

れる。石積の裏込め (14層)の背面は,砂質土・粘質

土 (15～ 20層)躯 層奄 版集状の堆積となり上端の制唇

(15層)は硬イ働 認ゞめられる。背面での版築層や裏込め石

が認められる高さからは,石積の良く残る北。西壁において

も,天端まで少なくとも更に‐段相当の石積が存在したもの

と推定される。■方 I雨場部分は南端の石列と石室南壁を

基底とし砂層を敷き詰め,そ姓 面に礫敷きが認められる。

石積 (第 18～ 21図):石室部分は,布積を基調に最も

遺存する箇所で4段相当が認められる。北壁上段では鏡積

を行っており,昇降部との位置関係からも奥壁に相当すると

みられる。東壁では昇降部の東半部と同様に破壊が激しく,

北端部を除き2段相当しか残らない。南壁は踊場部分が取

り付く箇所奄 礫敷きの高さから南壁の西端に積まれたもの

と同じ高さまで石積さヤて いたと推定される。西壁は石積の

遺存状況力蕩お良好だが 】鮮Бでは谷状に落ち込む箇所が

認められ 調査時にはこの下端に位置する根石の下石力沸

落している。このため,石室の使用期間において積直し力光子

われたことが推察される。なお石積の解体調査の結果,根
石は砂堆上で直に据えら″質 おり,以下での胴木等の設置

は確認できなかった。

石積の工程については,上述のような掘り方の形状から

2段目までを先行して行った可能性が考えられるが 石室

壁面の立・平面で観察される前後関係では北壁西端から時

計回りに北→東→南→西壁の順序を考えることができる。

また南西角では,石室の南と西壁,隅石を介し袖状に延び

る踊場の北壁とに前後関係が見られ 石室の南壁→西壁 2

段目まで→踊場の北壁基底鶴つ〕石室西壁3段目の順く

これ以降に踊場の北壁を石積しながら石室の西壁を積上げ

たと考えられる。以上をまとめると,石室部分の2段目まで

を槻ね時計回りに積上,デ 3段目以降も北壁西端から時計

回りに行ヤ、 2段相当の南壁に際し,踊場の石積を行った

と推定される。また工程の最終段階にあたる西壁端の3段

目の前 こヽは,飯 び生駒家の家紋と推定される扇形の刻

印 (波切車翻 が認められる。

石材質 (第 20図):石積部分には全て花聞岩系のものを

用いるが 更に目視により3種類に大別された。最も特徴

的な石材はGl類としたもので,雲母・金雲母を多量に含み,

石英質の粒子が粗く成形が容易な石材である。主に3段目

以上と踊場部分南端の石列に用いられ 根石及び2段目と

の使用状況に差が認められる。矢穴は,これらの種別に

関連せず 幅・長さとも10 cm程度に確認されたが 根石は

荒割に近いのに対し,上段部のものはハツリ痕を留める等

表面を整えたものが多い。これらの軸こついては,石積の

工程,石材質とともに湧水面の上下にも対応するようである。

■九 間詰め・裏込め石については,安山岩系が主体を占

め,砂岩 花筒岩系のものもあるが 上段部の間詰めには

成形時に多量に発生したとみられるGl類の使用が目立つ。

石室 (第 20図):石室内は南北約59m,東西約38m
を測り,広さは224∬を測り,石積された壁面は最も遺存

する箇所で16m前後を測る地下空間となる。底面は北へと

緩や力Чこ下り,北半中央部付近で最深の標高-657mを測

る。中世の埋没流路 lSR201)上 に位置する可能性が高く,

南。西壁の恨石付近からは多量の伏流水が認められる。ほ

ぼ海抜高まで湧水が及び 水深63～ 65mの水溜となって

いる。また南西隅には南壁に接して,M× Q7竹大の扁平な

円礫が認められるが 石材質の明瞭な違いから石積の転落

石ではなく,踊場から石室内へと降りる階段石として設置さ

れたと考えられる。

踊場 (第 20図):石室にイ寸随した半地下の空間奄 中央

部の床面には礫敷きが認められる。階段石との位置関係

では東方より礫敷部分を経て石室内へ降りるL字の導線と

なっている。礫敷には光沢をもち黒色を呈する所謂,那智

黒石力剌昭いられ 及m大のものが敷き詰められている。ま

たこの空間の西部では,隅石をもち石室西壁から連続する

石積が認められる,更に西端の掘り方及び南端部の石列上

の傾斜部分に裏込め石が散乱しており,検出時において石

室で用いられた石材よリー回り河功詢の転落石が多数あった

ことを考え合わせると,周囲を石室と同様の高さまで石積し

ていたと考えられる。東音日こついては破壊が著しいため,開

口部分を示すもの本 西部と同じ構造となるか判然としない。

上部構造 (第 6・ 18図):礫敷の状態や一定量ある出

土瓦から上屋の存在が想定されたが その規模・構造を

示すものは確認できない。石積の天端を上台とするものや

SA101・ SD104を廂・雨落ちといった付随部分とする可能性
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第 20図 SX103石材分類図 (1/50)
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も考えたが明確にできるものではない。

埋土 (第 21図):石室・踊場の埋土は,Ю ttt笠滞Jされた。

石室内上層音脱こは,基本層序 I層に相当する砂質土をブロッ

ク状に缶tだ黄灰色シルト(1層),中層吉剛ヨよ褐色シルト質土

(3～ 5層),下層書脱こはグライ化し木質遺物を含んだ灰色粘

質土及び砂 (6～8層)く 謝 罹に木質遺物を多量に含む

黒色粘質土 (9層)に大別される。■方 I誦場部分taよ,1
層頸 こに石積・裏込めの石材を含む噸 シルト層 (10団

が認められる。また中層に焼土粒・炭が認められる点につい

ては,少量であるうえ,先行する遺構I貌上が確認されるこ

とから,埋め戻し時の二次堆積である所箸齢 湧 る。埋土中

の転落石につヤては,石積t要した規模のものはなく,踊場

吉の とは紺象的Iヨ躇棄時に抜き取られ 他に転用された可能

性が考えられる。議 配につしては板材が多量に認められた

が 腐敗が著しく大半が取り上げ不能であった。また底面に

力Чナて踊場部分と同様の黒色の円礫も一定量認められたが

礫敷きを行ったものかどうかの半J断はできなかった。最祠雪よ

り上方部では湧水は無く,井戸としての使用期間が窺えるも

のであったが 掘り方と同様に中世土器を除けI式開同時期を

示す遺物はほぼ皆無に等しい。出土遺物については1～ 8層

中のものでほぼ全量く 上荘羽層の出土品には明確な時期差

は認めらヤ切|また多数の接合関係が認められることから最

下層の堆債鈎よ短期間で埋没・廃絶したものと考えられる。

所属時期 :検出面から17世紀前葉以降の所産となる。遺

構の掘り方・底面の出土遺物により,構築・機能した時期は

明確にはならないが 生駒家紋とみられる刻印を記す石積t
出土瓦が 17世紀前半期を示すことから,先行する遺構面の

廃絶後,間もなく構築されたと考えられる。廃絶時期は,出
上した陶磁器類からV世紀後半奄 木簡等の内容から1660

年代を中心に考えられる。なお,基本層序 (第 7・ 8図)に
示すように本遣構上面を覆う整地が存在し,同整地を埋土と

するSX101か ら本遺構の石積tげ司いらヤ質 ヤヽたとみられる石

材が確認されていることから,最終的に本遺構が姿を消す

のは19世紀後半頃と考えられる。この現象については,陳
讃高松絵剛 (引隣itt 1844～ 489に記さ″碇「井戸址」

の表現とオロ応するものとなっている。

SX103出土遺物 (第 22～ 諺図参照)

出土遺物はコンテナ約開箱分で図化したような陶磁器堀

土師質土器 瓦,木 金属製品等の他,貝殻や骨片力湧る。

84～ 100は,磁器の碗類。84は,景徳鎮窯系白磁碗。

大振り奄 高台内に放射状のカンナ痕がみられる。85は白

磁く 体部が直線的に開く。貫入が著しい。86は,淳州

窯系青花碗。87は肥前系磁器奄 体部に段をもつ筒形施

88・ 翻。92は,肥前系白磁碗。90。 91は肥前系磁器く 色

絵を描く。鋸～ЮOは,肥前系染付碗。94は,一重網目文

に魚を描く。98は,区画内に変形文字の連続文を描く。粥

は薄手奄 大きく開く体吉脱こ竹を描く。Ю01ま ,高台内に「卓判

の銘款をもつ。

101～ lVは,磁器の皿類。101は,白磁底部。礫敷きの

基底より出土した。1021よ,肥前系青磁rl・ IL。 端反口縁奄

見込みに蛇ノロ釉剥ぎを行う。1031期巴前系白磁皿奄 口縁

は月ヽさな鍔状の折縁である。1041鋼附 系磁器皿く 鉄釉を

施現 1051却巴前系青磁皿奄 内面に片切り彫り1こ よる施文

を行う。106～ l13は ,肥前系磁器の染付皿。田 の縁文様は
,

釉下の線彫りによる。Vの高台内に,ハリ支え痕と二重方

形枠に酵冨」の銘款が認められる。108は,型打成形による

輪花0/JⅧ。l14～ l16は肥前系磁器奄 型抑の刻吻阻

l17～ 1揚 は,肥前系磁器小杯。l19は,高台内に■重枠

に変形字銘を施現 123は高台無釉く ヘラ彫りの鏑文と「剤

の染付をもィ乳 1"は肥前系磁器く 角形の鉢類とみられる。

1艶 は,獅子形の肥前系白磁水滴奄 前頭部は切り落され

ている。型合わせによる成形く 底著日よ無釉である。

131～ 148は,陶器の碗類。131は高い高台部と外反す

る体部をもつ呉器手く 見込みに胎土目が4箇所認められ

る。132は瀬戸・美濃系陶器奄 鉄釉を施す天目茶碗。133

～140は,肥前系陶器。134は,丸碗。鉄釉に白色の釉を

流すものく 見込みに重ね焼きによる粒状の無釉部分が見

られる。底吉Ⅲよ橙色を呈する露胎奄 高台内は兎巾。135は

呉器手状の高台奄 夕協蒻
~る

体部に端反気味の回縁をもつ。

胎土イよ赤色を呈し,全面I彗同緑釉を施現 137～ 140は九碗。

淡責色を呈する精良な胎土で,全面に透明釉を施魂 直立す

る口縁奄 高台は鰻頭′と】 もしくは様吠に開く。141は,沓
形の茶碗。底言圃 台く 漆黒色に施釉し,高台内も釉を施現

142は,外傾する体部を社朔↓毛目碗。灰釉を掛イ九 白土を

刷毛塗りする。略 ～146は,肥前系陶器碗の式部。144は ,

鮫肌状の白色釉を施魂 148は,京焼系と推定される底部。

無釉の底部く 高台内の中′亡� らゝ夕I・Aた位置に,方形に九

の二重枠をもつ「結」の刻印が認められる。

149～ 158は,陶器の皿類。149・ bOは月巴前系陶器奄

胎土目の皿。151・ 152・ 1“ は,砂目の肌 156も 肥前系陶

敵 、簡略な鉄絵を描く。見込みに同心円状のカキロを施

し,蛇ノロ釉劇ぎと釉剥ぎ部に砂粒を全布する。1531ま薄手

奄 平碗状の器形をもつ。胎土は灰白色で精良なもので透明

釉を施現 器面の貫入は著しい。154は灰釉の皿奄 端反の

口縁と小径の高台をもψ乳 高台内は施釉され 砂粒の付着

が認められる。157・ 158は肥前系の大皿・鉢奄 二彩手の

もて仇 17は淡責色の胎土く 透明色の釉を施坑 内面は
,

茶掲色・緑色の釉で松を描く。158イ剖庚髄に白土を掛t丸 波

状に白土盤 き落し甲J毛目模様とし,緑釉の絵付けを行う。

159～ 162は,肥前系陶器の火入れ類。l働 は,柿色の

釉を施現 底部露胎軸 を呈し,畳付は砂粒が付着する。

口縁部には,敲打痕が認められる。1601妙卜面に白土を施

し,底部は露胎で蛇ノロ高台となっている。162は,高台

に3方に狭りをもつ。底部露胎奄 クト面に鉄釉が流される。

見込みの中央吾日こは,円形を呈する重ね焼きの痕跡が残る。

163は二彩手の瓶体部く 白上に緑釉を流し透明色の釉を

掛ける。164イ渕真部露胎く 灰色を呈する。165は,鉢類の

底部。外面は茶褐色の釉を施し,底部無釉。内面は白土に

鉄釉を流しと‖九器面の凹凸により舜閃ゅ莞様を呈している。

166は籠形鎌の把手部とみられ 白上に透明色の釉を施現
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167・ 168は,軟質施釉陶器。167は蓋全 上面に灰釉を

施坑 底部無釉く 回転糸切り痕を残売 168は型合わせの

人絞 、全面に透明釉を施すもの。前頭部を匁ィている。

169は,壼体部。灰赤・灰色土を縞状に練り込む胎土奄

器面は須恵質に焼き締まる。肩部から鉄釉あるいは自然釉

力沸卜かり,内面に格子目胸 日「き痕を留める。170は,備前

系陶器の急須。n・ 172は,備前系陶器鉢。罷 は,口縁

部に敲打痕が認められる。173は備前系陶器瓶奄 タト面に

塗土を行っている。M・ 1る は端前系陶器甕。177は,備前

系陶器悟鉢。l路 は,丹波系陶器悟鉢である。

179～ 炒0は,土師質土器皿。このうち179～ 215は法

量が異なるが灰白を呈する精賞倒台土コ甲い,見込みにみら

れる不定方向のナデ 底吉日ま回転糸切り。見込みの調整に

対応した板目状圧痕が見られ 高松城編年 (佐藤郷∝)で
の皿 AV・ 皿 AX形式に相当する。法量では,大 (179～

1め ,中 (186～ 期 ,小 ⑫07～ 210に大別され 同タイプ

で規格が存在したものと考えられる。中型のものに煤が付着

したものが多く認められ 灯明にも用いられたと考えられる。

217～ 220は底部回転糸切りのものく 胎土及び器形から

鋤 絋藤期 CIlllAⅢ形式にオロ当する。法量では
,

やや大振りの狙9・ 220と ,小振りの2V・ 218が認められる。

221～ 孵1は,焼塩壼・同蓋。何れ胡台土は,橙色を呈し

た精良なものが用いられる。身は輪積成よ 、蓋の形態も

これに対応するものとなっている。身の器形イ齢田身く 口縁

部が僅力斗ψ跡け
~る

ほぼ直立した体部をもち,やや大振りな

狙 には刻印が認められる。刻印は一部判読不可の箇所が

あるもの2二 重枠に「天下一堺ミなと/藤左衛門」(1654

～�Ю年)と記したものとみられる。斃2は精良な胎土を用

いた土師質の蓋く 狽↓面部に貫通穴をもつ。

243は土師質土器奄 大釜あるいは甕。口縁部に鍔部を

有し,体部外面は縦方向の糊Υソヽケ調整,内面には横方向

の粗いハケ調整と交差する紐仄の押圧痕が認められる,胎
土は鈍い橙色を呈し,長石・赤色粒を含帆 拠 ～馳7は

,

土師質土器焙烙①深手奄 大。小2通りの法量が認められ

る。内耳の鋼 いよ2箇所で貫通し,外面に指頭圧痕と底部

付近|こ粗セツヽケ調整,内面に横方向のハケ調整が認められ

る。器 は,瓦質焼成の竃。円筒状の体部をもち,方形の

窓とこの下端より突出する引出音防殺 けられている。

249～ 280は,瓦類。多量に出上したが 取り上げ艘特徴

的なものに限リコンテナ5箱程度となった。所属醐 よ,軒文

様から高松城編年 C櫛秦刻Dの第6面・新相 (160～ И醐

年代)を中心とし,陶磁器類より古段階に位置付けられる。

249～ %5は,軒丸瓦。別9～ 252は三巴文全 珠文数

は12～ 14個と推定される。253～ 255は,杵を違いに組

んだ十字文を中心に配し,20個と推定される珠文を廻軌

256～ 274は,軒平瓦。256～ 266は下向きの三葉文を中

心飾りとし,三葉の葉脈を陽刻線で表現する。両側に廷び

た唐草は,1転する。同伯とみられるものに,高松城跡東

ノ九地区歴博地点 SD103の出土瓦がある。267・ 268も下

向きの三葉文く 三葉は剣先形の陽刻である。2691ま中心

飾りの三葉を陽刻の輪郭線で表現し,外方向に長く延びた

唐草と吉をもつ子葉を伴う。同施とみられるものに,高松

城跡西の九地区Ⅱ地点の軒平瓦 11等がある。270は中ッと節

りの四葉を陽刻輪郭線で表現し,吉状の珠文を伴う。また

2転目の唐草はC字形t歌引 。ヽ同範とみられるものに,高
松城跡東ノ九地区歴博地点 SD103の出土瓦がある。273・

274は折り枝状になる,逆 Y字形の陽刻線と斑状珠文を中

心飾りにもち,唐草は2転する。同範とみられるものに,高
松城跡西の九地区工地わ 軒平瓦関がある。276～効Bは ,

道具瓦。276は鬼瓦の鰭部く Σ可根を表わすような陽刻が

認められる。2路 も鬼瓦。無紋であるが ,中央部に釘穴の

穿孔が認められる。内側には,吊り手と考えられる接着の

痕跡が認められる。
"9・

2801よ,埠。各側面に,合釘等

による連結が想定できる穿孔をもつ。

Wl～ W22は,木製品。最下層を中心に多量の木質遺

物が認められたが 取り上
'光

ものはコンテナ10箱程度く

その大半は折損した板材で占められる。Wl～ W5は,漆
器碗。Wlは,内面が黒地に赤塗り奄 タト面は黒塗りに赤

色の九文を加飾する。 再ヽ9は,内面黒地に赤塗り,外面黒

塗りの碗。 再ヽ8は内外黒塗りの碗く タト面に金・赤色の加

飾を施現 ヽヽ4・ LV5は内面赤塗り,外面黒塗りの碗。 再ヽ6・

ヽヽ7は,白木塩 略ヽ ～WBは,針b W14は ,櫛である。

再ヽ鴨 ～ Ⅶヽ9は木街く 何れも荷札と推定される。ヽ 鴨ヽ は

半切さ″蛍fいるが ,側縁上端には切り込みが認められる。両

面には墨書がみられるものの判読は容易ではなく,片面は

「□□[Ш,他面は上端の墨書が「制ある▼Чよこれによ
り構成される字の可能陛が推定されるの凝 ある。Ⅵ%は長

方形を呈する板材く 両面に墨書が認められる。片面が

「すヘノ」,他面は回 匠 /互府F]」 群 J読できる。hV17は

長方形を呈する板材く 上方の両端に快り部をもち,下端を

尖らせている。両面に墨書を認功 片面は確翌松四貞団,他
面が「睡/遠 1江 原左衛F]」 と判読できる。LAl‐18は短冊形を

呈する板材く 上方の両端|こ快り部をもψ乳 両面に墨書を認

め,片面は「 耐頼□衛F判,他面が町 ]=良団 と判読できる。

W19は長方形を呈する板材奄 下端を尖らせる。上方部の

左右 中央の3箇所に組あるセЧよ釘穴とみられる97Lをもつ。

墨書は片面にのみ認め,一部欠損箇所があるが「松田庄九

郎様 江戸ヤ ロロ 衛F刺 の宛名・送り主とみられ轄

が明瞭に残る。宛名にある松田庄九郎というメ物は,「高松

藩士由緒録」の中に見え,これによれば調査地周辺に屋敷

地が推定される松田庄左衛門の弟奄 寛文4年に庄左衛門

三百前 の所領のうち,百石を相続していたことが分かる。

W20。 W21は,露卯下眺 W22は曲物奄 内音日よ石灰

質の上壌で固まり, ウリ科の種や魚類の小骨 昆虫の羽根が

認められ 便槽に用いられたと考えられる。

S3～ S5は,砥私 S6は,那智黒の碁私 S7の硯は
,

最下層より出土した。Blは骨角製品奄納 お。M6～ M16は
,

鉄釘の類もM17は煙管の吸田部。M18は,錆のため言耕円不

明の金具類とM19も用途不明。銅あるヤЧよ真鍮製のもの奄

浅いボール状を呈し穿孔が4箇所認められる。

-29-
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A8。 9地点E層上面検出遺構 (第 33～ 36図参照)

E層が大きく窪むA8'9地点ではSKICD・ 肥 等I層に

被覆された遺構が密に見られる。この東側でも,SKln
SXK′ が認められる礼上Aライン上で柵列状遺構SA102を

考えることができる。何れも出土遺物は少な▼功i確認状況

からV世紀前葉以降奄 17世紀核半までの所産と推定される。

SK106(第 34図参照)

調査地北端部 A凱 標高 0弘 m鋭 認した土坑である。

南部を欠くが 平面は 1.5m程の方形と推定される。深度

は613m,断面は船底形奄 埋土はオリーブ責色土を塊状

に含む灰色シルト層である。出土遺物は少量全 図化した

ものの他,土師器椀,須恵器の細片がある。

SK106出土遺物 (第 34図参照)

281は,手捏ねの上製人形である。

SK108(第 34図参月R)

調査地北端部 A8,標高 ly mで確認した土坑である。

E層の落ち込み東端に存在するものく 平面は14m程の

やや不整形な方形を呈する。深度は634m,断面は台形

であるが 底面は凹凸をもつ。埋土はオリーブ黄色土を塊

状に含む責灰色砂質シルト層である。出土遺物は少量全

図化したものの他,土師質土器の細片がある。

SK108出土遺物 (第 34図参照)

282は肥前系陶設 、灰釉の碗である。

SKl10(第 34図参照)

調査地北端部食猛 標高 1鯉 m雛 認した土坑である。

北。南端部を久くが 平面はα8m程の方形と推定される。

深度はα21m,断面はU轍 ～埋土は円礫を含む黄灰

色シルト層である。出土遺物は無い。

SKl19(第 34図参照)

調査地北端部 Aユ1,標高 1.Ю mで確認した土坑である。

南部を欠くが 平面は∞ �程の円形と推定される。深度は

α35m,断面は台形で中位に段が付く。埋土は明黄褐色土

を姥仄に含む灰責色シルト質極細砂層である。出土遺物は

少量奄 図化したものの他,土師器 須恵器細片等がある。

訴 119出土遺物 (第 34図参照)

2831よ備前系陶器福鉢奄 口縁の形態・斜め方向の橋目

から,乗岡編年の近世Ib期に相当する。

SK132(第 34図参照)

調査地東部 Ca標高∞5mで確認した土坑である。平

面はM劇贈の円形を封 る。沢醐よQtt m,断面イよ台形で
,

埋土成医黄色砂混じリシルト層である。出土遺物は少量く

肥前系の陶鶴 i備前系陶器福鉢等の他,鉄釘がある。

SEЮ5(第 34図参照)

調査地南東部 D10,標高 098�雛 認したコ 円坑く

平面形態より井戸跡として調査したが 開削された深度は

湧水層に及ばない。平面は内側が径 ∞5m,外縁部は東

部を欠くが 径 19m程の円形と推定される。深度は6飾
を測る力弓断面イよ外縁部が浅く,中位に段が付く台形を呈

する。埋土I炒慟講トカ沌 粘ELC混じる褐色粘上で充填さ

れており,内側は上層|こ黄色粘土を塊状に含む褐色シルト

質粘土,中層に砂礫の混じる責灰色シルト,下層はシルト・

砂層の互層となっている。出土遺物は少量奄 図化したも

のの他,肥前系陶器 土師質土器の細片がある。

SE105出土遺物 (第 34図参照)

284は,淳州窯系青花碗の口縁調名 外縁部分より出

上した。285は ,有溝土錘である。

SA102(第 35図参照)

調査地北端部 A7～ 11,標高 0.91～ 1.08mで確認し

た柱穴 (SP162～ 166・ 160で柵列状に復元できるもの

である。周囲が撹乱・削平面,調査範囲外に接しており,

全容・言耕田は不明だが 5間相当,11.27mの 規模で認め

られる。柱穴の深度は607～ 621mtt SP162・ 163・ 165

に根石が確認されている。柱間距離は2m及び 2.3m前

後となっており,主軸方位は洋8雰Wを測る。出土遺物は
,

SP162・ 165・ 166で少量あり,肥前系陶器 備前系陶器悟

鉱 須恵器 土師器椀・鋼,鉄製品の細片が見られる。

507000

塩 5m0

Ｐ‐６７
③

TN

第 33図 A8・ 9地点 E層上面検出遺構 (1/50)
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SX107(第 36図参照)

調査地北東端部 A12・ 13,標高 1.13mで確認した石積

をもつ土坑である。南東部を欠くが 平面は掘り方が東西

方向に烈随,南北方向に1.6m程,石積の内法は東西方

向に1.6m,南北方向に0.8m程を各 測々る長方形と推定

されるもので,主軸方位は洋82° Wを測る。石積は 0.5

m程の高さまで見られ,安山岩系を主体とした自然石を用

いて,乱積を行っている。裏込め部分には小角礫の他に
,

瓦片の使用が認められる。石積内の埋土は責灰色シルト

層の単層く 暫時骨片が混じる状態で出土しており,遺構

の形態・規模から墓の可台静陛も考えられたが 明確にでき

る出土品はない。出土遺物は少量全 図化したものの他 ,

肥前系陶器 土師質土器の細庄 骨片がある。

SKlM出土遺物 (第 36図参照)

286・ M20は ,埋土からの出土遺物である。286は ,

器種不明の瓦質土器細片。M20は,鉄釘である。287～

289の瓦は,裏込めに用いられていたものである。%7は ,

軒平瓦。中心飾りに陽刻線で表現した宝珠文を配して,タト

方向に廷びる唐草は釣針状の蔓をもψ乳 288・ 289は,九瓦。

凹面にコビキ痕,布目が認められる。

1:責仄色 (25Y6/1)シ ルト

2:黄灰色 (5Y5/1)シ ルト (炭 浅責色極細砂混じる)

3:責灰色 (25Y4/1)シ ルト (浅黄色極細砂混じる)

1:埋土, 2 31裏込土
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第 36図 SX107平 ・立・断面図 (1/40),SX107出 土遺物実測図 (1/2・ 1/3・ 1/4)
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調査地】ヒ端部 I層上面検出遺構 (第 ♂～働図参照)

調査地北端部,A7～ 9において検出されたI層上面で

認められ 且つC層に被覆された遺構である。下位のI層

及びSX104等の出土遺物から,17世紀後半以降で18世紀

前半頃までの所産と推定される。

迅・9地点 I層上面検出柱穴群 (第 ♂図参照)

調査地北端部 A8。 9標高 1,V～ 1.路 m雛 認した柱穴

側 磁～るつ である。平面が 02～ 翻mの円あるいは楕

円形く 深度は観η～Q34mを測る。確認範囲が狭く,同

地点で先行し確認された5～102と 同様に筋の通るものを想

定できないが 調査地内で当時期に該当するものとしては比

較的柱穴の密籍 る地点となっている。

SE104・ SXЮ5(第 38図参貝0
調査地北東部B10,標高 l17�O確認した井戸跡である。

調査当初 方形に見られる大型の掘り込みⅨ Ю5と径lm
程の円坑 SE104と して個別に調査を行っていたが 遺構の

半哉を行った結果,円坑の底に桶製の井側が確認されたこ

とから,MIC15がこの井側設置のために開削された掘り方で

あると判断した。

遺構断面から2段相当の井側が推定されるが 確認され

た桶は1段で桶材の腐蝕が著しく上端が欠けていた。湧水

は遺存する橘の上端部まで認められたが 南西に近接する

SX103の 開削後では湧水力W回れる状況であつた。井側部と

なる罰蛍�の断面観察では,径∝ m程の井側を底面から

Q2～ α3m程差し込むように設置諫『おり,これより約 Wm
上方の両壁面に段が認められることから,この箇所が本来

あった1段の上端吉脱こオロ当するものと推定される。埋土は上

層に砂質シルト及び粘土層が堆積し,羽団ヨよ多量の礫・粘

土を含む堆積物力蝙思められ人為的に廃棄されたことが窺

われる。

一方の掘り方となるSXl%については,東西の肩部分

力潮穆秦れているが 平面形態が南北方向にVm,東 西

方向に25m程の規模をもつ長方形と推定されるものく 深

度は1.13mを測る。断面形態は北壁が直立するのに対しく

南壁は上方で直立するが中位で段が付き,底面んミ熱 1部分

へと下る緩斜面となっている。埋土I却位1欝婿司な砂～砂質

土,上位に円礫を蓋麟こシルト質土が地積している。

出土遺物は図化したものの他,SE104についてコンテナ

1箱程あり,肥前系陶磁器 土師質土器皿,捏鉢,瓦等

が認められる。Ⅸ 105につVてはコンテナ1氾 程く 月巴前

系陶磁器 土師質土器皿,焙悠 瓦等が認められる。

所属時期については,SE104と SXЮ5とで一定の時期

差をもつ出土遺物から,V世紀後半に構築され18世紀前

半に廃棄されたものと推定される。

SE104・ SX105出 土遺物 (第 38図参照)

290～ 298。 M21は MЮ5,乃4についてはSE104井側

内からの出土遺物である。290は,白磁碗である。体吉肋ヾ

大きく外反し,口縁部へとハの字に開く。見込には沈線状

の段をもつ。291は,備前系陶器悟鉢の口縁部である。日

縁部及び梧目の特徴から,乗岡編年の近世2b期に相当す

るものとみられる。292は,輪積成形の焼塩壺である。橙

色を呈する精良な胎土を用い,細身で直立した体部をもち口

縁吉日よ僅かtψ卜反する。2鋸 は,土師質土器焙烙の口縁部

片である。2941ま,備前系陶器悟鉢である。高台部及び悟

目の特徴から,乗岡編年の近世3期に相当するものとみら

れる。M肌 は金属製品く 煙管である。

ＴＮ

パ
∪
⑤
Ｐ‐６０

0                  2m

第 37図 A8。 9地点 I層上面検出柱穴群 (1/50)
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SX104(第 39図参照)

調査地北端部食猛 標高 1.22mで遺構の北半を確認し

たが B7地点のコンクリート基礎除去を行った結果,南
半部の遺存が確認できSX103に後出するものとして検出

した。平面は南北方向に403m,東西方向に3空施を測

る楕円もしくは隅丸方形状に認められる。深度は0.83m,

断面は台形状を呈する。底面は南端部へと緩やかに下り,

また北端部には付随して幅 0.85mを浪1る溝状遺構 SD103

が認められることから,本来,水1留施設であつた可能性も

考えられる。また埋土は,瓦・炭・貝殻を多量に含む鈍

い灰黄～暗灰黄色シルトで,廃棄土坑として埋没する

ようである。出土遺物はコンテナ28箱あり,図化し

たような陶磁器,金属製品,瓦等の他,貝殻 ,骨片等

がある。

SXl髄 出土遺物 (第 埒～坐図参照)

295～ 誘4は,磁器。295～ 303は ,肥前系磁器碗。

"5'296イ
ま,白磁。296は 薄手の半球形を呈し,日錆

を施す。乃7は,赤・金とみられる上絵の痕跡が認め

られる。298～ 303は ,染付碗。298は薄手の半球形を

呈し,見込みに手書きの五弁花,高台内には二重方形

枠に渦「福」の銘款をもつ。299は ,小径のU字高台

をもち,高台内に「大明年製」の銘款をもつ。301も

小径のU字高台で,印判手のもの。303は くらわんか

手で,高台内に「大明年製」の銘款をもつ。304は 高

台無釉で,見込みに蛇ノロ釉剥ぎを行う①305は ,景
徳鎮窯系青花の兜鉢。甑 ～ 309イよ,肥前系磁器皿。

3C4は 白磁,V～ 3∞ は,染付文様を施す。307は 高

台無釉,見込みに蛇ノロ釉剥ぎを行う。鮒8は裏文様

に花唐草,高台内にハリ支え痕が残る。翻 の縁文様

は墨弾き,裏文様はコンニャク印判による。310は肥

前系青磁鉢で,内面の施文は片切 り彫 りと染付による。

311は肥前系磁器で,印判手の蓋物。3121期巴前系磁器

鉢で,見込みに印判の五弁花,高台内に「太明年製」

の銘款をもつ。313～ 317は ,肥前系磁器小杯。319は

肥前系の白磁で,型押 し成形の合子。3201よ肥前系青

磁で,蛇ノロ凹形高台をもつ香炉類。321～ 3231よ肥

前系白磁蓋 (321～ 322),壼 (323)。 32/4は月巴前系磁器

瓶で,体部には陽刻の捻 り文が認められる。

T

0                       2m

TN

N
L=130m

1:暗灰黄色 (25Yy2)シ ルト (炭 ・貝設・瓦を多量に合む)3:暗 灰責色 (やや締まる,炭を多量に合むシルト)

2:鈍い灰黄色 (75YR5/3)シ ルト (炭・瓦を多量に含む)  1・ 2:SX104埋土, 3 i SD103埋 土

第 39図 SX104・ SD103平・断面図 (1/40)
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第40図 SX104出 土遺物実測図① (1/3)
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D             10cm

第 41図
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325～ 349は ,陶器。325は ,内外に漆黒色の釉を施

す茶碗。326～330は ,肥前系陶器碗。326は底部無釉全

鉄釉を施現 釉内には,金の板状結晶が混じる。327は ,

内外面で鉄釉,透明釉を掛け分ける。329,330は ,京
焼風陶器碗。全面に施釉し,器面は浅責宜32② ,褐宜330

を呈する。331は京・信楽系陶器で色絵碗。金・緑色の

上絵付けが見られる。332～ 3341潮巴前系陶験 、扁↓毛

目碗。332は黒色釉の地に,白土による波状の装飾を施

坑 333・ 334は九碗と平碗全 何れも掲色釉の地に白土

による直線O局巻∋状の装飾を施現 335～ 3371剖巴前系

陶器皿全 何れも底部無釉。336は外面に透明釉を施し,

◎鐘亘二重≧坐動。M2
0                  5cm

第43図 SX104出土遺物実測図④ (1

O                          XOCEn

/2・ 1/3)

内面は銅緑釉・鉄釉を掛け分けるものく 見込みには蛇

ノロ釉剥ぎを行う。3371よ 内面に銅緑釉を施し,見込み

に蛇ノロ釉剥ぎを行う。338の皿は高台径が大きく,直線

的に開く体部からやや内弯し口縁に至るもの全 国縁部は

内側に肥厚する。全面に施釉を行い,器面は責色を呈し

ている。339も高台径が大きく,折縁の口縁をもつ。口縁

端部は内側に窪み,ヒダ状口縁, もしくは隅入角になるも

のとみられる。施釉は全面に及び 掲色を呈する。340。

341は備前系陶器く 灯明皿。340は 口縁外面から内面

にかけて塗土を行い,体部外面の回転ヘラケズリは底部

に及んでいる。回縁には煤の付着が認められる。割11よ
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H軒:f華|〓
:4:気をぎ声・

受皿く かえりは口縁より高く立ち上がる。内外面に塗土を

行う。342は肥前系陶器鉢奄 内面は褐色釉の地に白土に

よる漉 1犬の装飾を施坑 艶割却巴前系陶器火入れく 底部

無釉。体菩レト面は褐色の釉を≠W九 白土による装飾を施坑

Mは 陶製の脚,も しくは飾り部。胎土は緻密奄 灰白色

を呈する。線彫りにより施文し,透明釉を施坑 345は蓋く

口縁外面から内面にかけ鐸 由を掛ける。体部タト面にはケズ

リ調整,底吉剛こ回転ヘラ切り痕が認められる。346イよ重く

肩部に組状の耳が付く。胎土は緻密で灰白色を呈し,褐色

の釉力∀出すられる。劉7～ 訊9は備前系陶器悟鉢く 何れ

も口縁,福目等から乗岡編年の近世3期に相当するものと

みられる。割7は口縁部上端・顎部に熔着痕,体部に火欅

痕が認められる。小形の348は体部下半にケズリ調整を行

い,底部に熔着痕が残る。349は高台をもつものく 畳付

には熔着痕が残る。

箭0は,土師質土器茶釜。肩部に付く耳の■方が欠損し

ており,この直近の頸吉削ここれ掛市釘 ると考えられる焼成

後の穿孔が認められる。箭1～箭31ま,土師質土器焙烙。

先行するSK103の出土品に比べ,やや器壁が薄く器高も

減じるように思われるが 依然深手奄 器面に残る調整痕

も大差ない。3M～ 364は,土師質土器皿。354は灰白系

の胎土く 見込み及び底部の調整痕から高松城編年 (佐藤

20031の皿コ蝸π形式に相当する。355は,円盤状の底部に

第 44図 SX104出土瓦実測図 (1麗)

回転糸切り痕が残る。胎土は精良で灰白色を呈する。3y
～364は橙■浅黄橙色を呈する胎土く 底部に回転糸切り

痕が認められる。内弯する卸了ヽ口縁や見込みが窪む等の特

徴から,高松城編年 (佐藤20の の皿ッにヽI形式に相当する。

361～ 364は底部に墨書を記し,完存する箭2・ 364につい

ては「無縁」と判読できる。365は,瓦質焼成の火鉢。型

押しによる窓枠と花井の陽刻が認められる。366～ 369は ,

焼塩壷と同蓋。何れも板作りく 内面にやや粗い布目】犬圧

痕が残る。369は,方形枠の刻印をもつ。摩減により判読

は難しいが 隠Ⅸ ]□ □ □」と見えることから,「御壺塩

師/堺湊伊織」を示す刻印の可能性が考えられる。3Ю は

土師質土器の底部奄 壼もしくは鉢とみられる。M賜 は金

属製品全 煙管の吸回部。

γl～ 3831よ,瓦。多量に出土したが 取り上げについて

は軒を有する争 特徴的なものに限り,コンテナ5箱程度と

した。所属時期は,桟瓦の存在や瓦当剥離材にキラコを用

いたものが若千量認められることから,高松城編年 (佐藤

20031の様相5(18世紀第2四半期)に相当する。371～

3宥 は,軒丸瓦。何れも三巴文奄 珠文数は,9～ 16である。

376の瓦当には,キラコの付着が認められる。378～謎01よ

軒平瓦金 何れも宝珠文系の中心飾りをもつ。381は小丸瓦

く 桟瓦の軒部分とみられる。382・ 383は,桟瓦である。
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調査地北東部 E層上面検出遺構 (第 も ～守図参照)

調査地北東部に位置するB12,C12・ D12地点のE層上面

で検出した遺構である。上述の調査地北端で認められた I

層は南方につれ希薄になり,当地点ではC層直下 E層上

面を遺構検出面とした。各遺構の埋没時期については,概
ね調査地北端部の結果と同様,I層の上・下面に相当する

V世紀後半及び18世紀前半の2時期に大別できるが 18

世紀前半に属する遺構の埋上には炭・焼上が認められ,そ
の特徴となっている。

Xl12(第 46図参照)

調査地北東部 B12,標高 106mで確認した土坑である。

東・西端部を欠き全容は不明だが 平面は16m程の不整

形を呈する円形に推定される。深度はα24m,断面は台形

を呈する。埋土は上位に炭・焼土を含む灰黄色シルト質土
,

下位は褐灰色シルトである。出土遺物はコンテナ12程奄

図化したもの他,瓦,貝殻,魚骨等がある。出土遺物から
,

18世紀前半の埋没時期力え えられる。

SKl12出土遺物 (第 46図参照)

酔 ～386は ,肥前系青磁皿及び香炉。蛇ノロ凹形高台く

釉剥ぎ部に鉄銹を塗布する。Ill10n込には,彫り文様が見

られる。3Mは京焼風陶器碗の式部奄 高台内に「木下凋

の刻印が認められる。認8は,土師質土器焙烙。認91ま
,

千手観音の土師質土器人形。中実の型成形く 表面にキラ

コ塗布が認められる。390は軒平瓦奄 下向きの三葉文を

中心飾りにもつ。Ⅸ 103の出土瓦に,同他のものがある。

SKl13(第 46図参照)

調査地北東部 B12,標高 106mで確認した土坑である。

南部をSKl12に壊され全容は不明だが 悌 m程の規模と

推定される。深度は620m,埋土は礫を含む暗灰黄色シ

ルトく 骨片が混じる。出土遺物は少量く 図化したもの

の他,白磁碗,肥前系陶器 土師質土器皿,瓦等がある。

出土遺物から,V世紀後半の埋没時期が考えられる。

怒 113出土遺物 (第 46図参照)

詢1は備前系陶器悟鉢。乗岡編年の近世 2期に相当する

ものとみられ,福目の状態から未度用品と推定される。

SKl15(第 47図参照)

調査地北東部 B12・ C12,標高 1餌 m鋭 認した土坑で

ある。東半部を欠くが 平面は1.2m程の方形と推定され

る。深度は629m,断面はU字形く 底面に根石を据え

たSP191が認められる。埋土は上位に灰責色シルト質土,

下位に褐灰色シルトが堆積し,各々に炭・焼上が認められ

る。出土遺物は少量奄 景徳鎮窯系青花,肥前陶磁器の

細片等がある。埋土がSKl12と 酷似し,明瞭な前後関係

を示さないことから,18世紀前半の埋没時期が考えられる①

縣 120(第 47図参照)

調査地北東部 C12・ C13,標高∞8mで確認した土坑で

0           1       2m
畔

第 45図  B12・ C12・ D12地点E層上面検出遺構 (1/50)

ある。南半部を欠くが 平面は69m程の方形と推定される。

深度は61l m,断面は船底形を呈し,埋土は炭・小礫を

含む黄灰色シルトである。出土遺物は少量奄 土師質土器

等の細片がある。言称Hな時期は不明「泌 ,縣121と 同系の

埋土から18世紀前半の埋没時期が想定される。

き 121(第 写図参照)

調査地北東部D12,標高 100mで確認した土坑。平面は
,

66m程の円形を呈する。深度 0.38m,断面U斡 、埋土

は炭。小礫を含む責灰色シルトである。出土遺物は少量で
,

津州窯系青花,土師質土器焙烙,骨片がある。詳細は

不明だが,X122に後出し18世紀前半の埋没時期が想

定される。

((:,))sP163 ＴＮ
SKl19

SK120
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N

し=110m

1:灰黄色 (25Y7/2)シ ルト質極細砂

2:灰黄色 (25Y6/2)シ ルト質極細砂 (炭・焼土含む)

3:褐灰色 (10YR6/1)シ ルト (や や砂質)

4:暗灰黄色 (25Y5/2)シ ルト (礫・骨片含む)

1^-3 :SKl12埋 土, 4 i SKl13埋土

o                       2m
―

―

一

0                   5cm

0                   10Cm
0                          10Cm

戸J驀さ .́/脅 すヽ.I

9                          10cm

第 46図 SKl12・ 113平・断面図 (1/40),SKl12・ 113出土遺物実測図 (1/2・ 1/3・ 1/4),刻印拓本 (1/2)
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ｔ

1:灰責色 (25Y6/2)シ ルト質極細砂 (炭・焼土含む)

2:褐灰色 (10YR5/1)シ ルト (炭・焼土.明責褐色粘土を

塊状に含む)

3:褐灰色 (10TR4/1)シ ルト

1  2 :SKl15埋 ±  3 :SP191光 里土

0                    1

ト

ー

0          1m

ハ`「                   E
し=110m<襲

逹ミ三三
==三

三三ニニア

1:灰黄色 (25Y6/1)シ ルト (炭 円礫含む)

0           1m
卜 I― 引

:黄灰色 (25Y6/1)ン ルト (炭  円礫を含む)

:黄灰色 (25Y5/1)シ ルト (炭 浅責色極細砂を塊状に含む)

:褐灰色 (10YR5/1)シ ルト (炭含む)

:灰白色 (25Y7/1)粗砂 (締 まる)

:灰黄色 (25Y6/2)砂質シルト

:SK12X坦土, 2～ 4 :SK122上里土, 5 i SP1901里 土

0                          10cm

SK120

1

2

3

4

5

1

:暗灰責色 (25Y5/2)砂 質シルト

:暗灰責色 (25Y4カ )砂質シル ト (炭含む)

0          1m

0                          10cm

第 47図  SKl15'120・ 121・ 122。 SX106平・断面図 (1/40),SK122・ SX106出 土遺物実測図 (1/3),刻印拓本 (1/2)

１

２

　

　

一

TN

縣 122(第 47図参照)

調査地北東部 D12,標高 100mで確認した土坑である。

東・西端部を欠き,全容は不明である。深度は026m,

断面は台形全 底面に根石を据えたSP190が認められる。

埋土は上位にI層と同系の責灰色シルト,以下は褐灰色シ

ルト,灰白色細砂が認められる。出土遺物は少量全 図

化したものの他,肥前系陶器の細片がある。埋上の特徴

から,17世紀後半の埋没時期が考えられる。

SK122出土遺物 (第 守 図参照)

392は ,淳州窯系青花皿である。

Ⅸ 106(第 47図参照)

調査地北東部 ClZ標高 1.05mで確認した遺構である。

西半部を欠くが 長軸は2.8m,主軸方位洋8° こを測る。

深度は0.18m,断面は台形奄 埋土は暗灰責色砂質土。出

土遺物はコンテナ1/4く 図化したものの他,備前系陶器等

がある。出土遺物から,18世紀前半の埋没時期が考えられる。

Ⅸ Ю6出土遺物 (第 守 図参照)

393は ,肥前系陶器の刷毛目碗。394,395は ,京・信

楽系陶器の平碗。394は色絵,395は錆絵を染付けるものく

高台内の隅に「清閑寺」の小判印が認められる。
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調査地南端部検出遺構 (第 48～ 5Cl図参員R)

調査地南端部,G6～ G9,D6～ F6・ F8地点においく

E層及び F層上面で検出した遺構である。一定規模の柱

穴が密集して確認されたが 上部構造を明確に示すものは

なく,SA101を復元したに止まる。出土遺物も皆無に等

しく,層序よりF層上面で認められるSP134～ 140・ 142

が 17世紀前葉,その他は17世紀後半を中心とした埋没

時期が窺われるのみである。

SA101(第 48図参照)

調査地南部 D6～ F6,標高Q努 ～l13d雛認した佳穴

lSP006・ Xン・Xη・l13・ 1穆・1751輔 状ヽに復元できるも

のである。周囲が境乱・削平面に接しており,全容・言耕田は

不明だが 5間相当,nttmの規模で認められる。柱穴の

温度はO16～ 039mtt SP109・ 175に根石が確認されてい

る。柱間距離は14吼 乏h疑 �前後 主軸方位はN‐lr
‐Eを測る。出土遺物はS剛るからの備前系陶器・土師質土

器細片のみであるが SP107・ Ю9・ l13の埋上が I層と同系

t&見られることから,17世紀後半の埋没時期が推定される。

G6～ G9地点 E層出土遺物 (第 50図参照)

396～ 398は,G6～ G9地点で E層掘り下げ時の出土遺

物である。3961ま,淳州窯系青花碗。3971ま,土師質土器皿。

胎土は砂粒を含み,橙色を呈する。398は土師質土器鍋類。

SE102(第 50図参照)

調査地南端部 F8,標高 1.1l mで確認した井戸状遺構で

ある。西端部を欠くが 平面は∞ m程の円形と推定される。

深度は1.32mく 断面は台形を呈する。埋土は砂質上を基

本としたものく 底面付近で湧水が認められる。出土遺物

は少量奄 弥生土器・須恵器細片がある。検出面から,17
世紀後半を中心とした埋没時期が考えられる。

SD104(第 酌 図参照)

調査地南端部配,標高 1.1l �で確認した溝状遺構であ

る。検出長は 1.5�程く N82° Wの方位を直線的に延び

る。幅弘 m,深度 岬血 を測り,断面はU字形を呈する。

埋土は浅黄色シルト質土奄 底面に拳年人頭大の礫が認め

られた。出土遺物は無く,検出面から17世紀後半を中心と

し硼 史時期が考えられるが 重複関係でSE1021こ後出する。

SX108(第 50図参照)

調査地中央部 C6・ D6,標高 1.19mで確認した遺構で

ある。平面は長軸 2.30m,短軸 ∞7� を測る長方形を呈し,

N8° この方位を示坑 深度αttmを測り,断面は台形を

呈する。埋土は瓦の細片を多量に用いつき固めており,基
礎部分に相当する可能性がある。出土遺物に瀬戸・美濃系

陶器腰錆茶碗等 18世紀後半に属する陶磁器細片力湧 る。

SXЮ8遺物 (第 50図参照)

399は肥前系磁器紅猪口く F畔J手のものである。

TN

-56-

第 48図 SA101平・断面図 (1/50)
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L… ………____J

1:鈍い黄色 (25Y6/3)極 細砂 (締 ま

2:灰責色 (25Y6/2)砂 質シルト

(拳大の円礫を含む)

3:灰オリーブ色 (5Y6/1)砂

(灰黄色シルト混じる)
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1:浅責色 (25Y7/3)シ ルト質極細砂
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汁
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こ正三二亜三豆狂正三ラ…

1:暗灰黄色 (25Y4/2)シ ルト (多量の瓦片を含む)

2:責灰色 (25Y6/1)シ ルト (小礫・瓦片含む)

0           1m
時 .   J

399

0                          10cm

G6～ G9地点 E層出土遺物実測図 (1/3),F8地点 E層上面検出遺構平面図 (1/50),

SE102,SD104・ SX108平 ・断面図 (1/40),SX108出 土遺物実測図 (1/3)

-58-



調査地西端検出遺構 (第 51～ 54図参照)

調査地西端部,E2・ E3・ F2・ 磁・G3地点において
,

焼土を伴って検出された遺構である。当地点ではC層以

下 E層の上位で焼土を含む堆積が一定範囲認められた

ことから,これを前後とする2時期の遺構を検出した。調

査時には当地点の焼土を含む堆積層についても,北東部

で確認される焼上を含む堆積 (Dl層と同一層と見徴し,

I層 に後出する基本層序としていたが 当地点ではI層

との前後関係を示すものはなく,また焼土層に後出する

SX102,SE107の 出土遺物からはI層に先行い 位のE層

に近似した時期の所産となる可能性が考えられる。

SE101(第 51図参照)

調査地西端部 G3,標高 1.17mで確認した井戸状遺構

である。西端及び北端部をSD101,撹乱により欠くが 平

面は 1.6m程の円形と推定される。深度は1.10mく 断

面は台形を呈し,底面付近で湧水が認められる。上位の

埋土は焼土を伴うもの全 タト縁及び下位の埋土には拳大

の礫が多量に認められた。出土遺物は少量全 陶磁器細

嵐 土師質土器・須恵器の細片がある。所属時期は,検
出面から17世紀前葉頃と推定される。

SKl16(第 51図参照)

調査地西端部 F2,標高 1.12mで確認した土坑である。

北端及び束半部を欠くが 平面は南北に2.2m,東西に

0.6m程の長方形と推定される。深度は0.33m,断面は

U字形奄 底面は緩やかな凹凸をもつ。埋土は,焼土に

より充填される。出土遺物は無い。検出面から所属時期

は,検出面から17世紀前葉頃と推定される。

SK104(第 51図参照)

調査地西端部 G2,標高 1.25mで確認した土坑であ

る。南端は調査範囲外だが 平面は0.5m程の円形と推

定される。深度は0.10m,断面はU字形を呈し,埋土

は焼土により充填されている。出土遺物は少量く 土師

器 須恵鵠 瓦器の細片がある。所属時期は,検出面か

ら17世紀前葉頃と推定される。

E2・ E3・ F2・ G2・ G3地点焼土層出土遺物 (第 51図参照)

400～ 402は焼土層より出上した遺物である。400は

瀬戸・美濃系陶敵 ,灰釉の皿。高台内に,輪ドチ痕が

認められる。401は,備前系陶器大奏。4021ま ,土師質

土器の指鉢である。

0           1m

―

―

1:灰オリーブ色 (5Y6/2)シ ルト (炭・焼土含む)

2:責灰色 (25Y6/1)砂 礫混じリシルト

3:灰色 (N6/0)砂 質シルト (拳大の礫含む)

4:褐灰色 (10YR6/1)シ ルト質極細砂

(拳大の礫合む)

5:褐仄色 (10YR6/1)砂 質シルト

(多量の礫含む,鉄分沈着)

0                     1m

ゝ
｀
｀

｀
(B_=__‐ 声と 三三三三三【こテ

テ
レ

/

l:明赤褐色 (25R5/6)シ ル ト質細砂

(炭・焼上を多量に含む)

0           1m
l    l

面図 (1/40),E2・ E3・ F2・ G2・ G3地点焼土出土遺物実測図 (1/3)
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調査地西端上層部検出遺構 (第 52図参照)

調査地西端,焼土上面で検出された遺構である。確認

された遺構は,南北方向に延びる石組み溝 SD101があり,

この南西部を中心に道路の礫床部とみられる集石が認め

られる。現有の大手筋に相当する道路よりlClm程東よりと

なる力弓側溝を伴った道の境部分に相当していた可能性が

考えられる。一方SD101の北西部では,井戸跡 SEЮ7や

石組み SD102,等間隔に並ぶ SK101～ 103が確認された。

また溝 SD101の東,敷地内に相当する箇所にはSD101に

接し,一υ 規模をもつSP102他,柱穴力淮 認さ,ている

力弓何れも建物,商 をヽ復元するには至らない。

所属時期については,大半の遺構及び被覆層からの出

土遺物がなく言耕田不明である。少量だが遺物が認められ

るSX102,SEЮ7及びこれと同系の埋土をもつ SK101～

Ю3については,17世紀中葉頃の所産と推定される。他の

ものについては17世紀中葉以降全 後出するSX101よ り

19世紀後半を下限とするものと考えられる。

SD101(第 52・ 53図参照)

調査地西端部 E3・ G3,標高 1.3m前後で確認した石組

み溝である。コンクリート基礎によって南北に分断される

力ヽ Nぜ この方位を直線的に延びて認められる。石組み

には自然石を用い,横方向に並べて壁面を揃えており,幅
の内法は035m前後を測るものとなっている。石組みは基

本的に一段のみ認められるが 掘り方の高さや裏込めの状

態から,更に上段の石組みや蓋石が存在した可能性も考

えられる。また掘り方は断面が台形を呈するものく 敷地

側に相当するとみられる東岸部の裏込めが入念に認められ

る。埋土は締りのないシルト質上で充填されており,平坦

面の底部は素掘りとなっていた。り閉萌 向については,底
面の標高が南・北端部でほぼ同じ高さを測ることから明確

なものとならない。出土遺物は少量全 埋土から土師質土

器の細片及び瓦が出土している。所属時期は上述のよう|こ

17世紀中葉頃に遡る可能性がある力弓南北を主軸とする方

位では18世紀代の所産であるSX108等 と合致する点から,

当該期を中心とした所産と推定される。

SD102(第 52・ 53図参照)

調査地西端部 D2・ E2,標高 1.38mで確認した石組み

である。SD101と 直交する位置関係にあり,埋土もこれと

同様に認められることから,北方向からL字に折れ SD101

へと排水される溝を想定したが 撹乱が大きく石組みの遺

存状態が悪いため,明確なものではない。石組みは人頭

大の河原石を用い,壁面を揃えるように横方向ヘー段並べ

るもの■ 幅は内法でMm前 後を測る。深度は0郷mを

測り,SD101との底面の高低差は約 α25mである。出土

遺物は無い。所属時期については詳細不明だが 埋上の

特徴からSD101と 同様の埋没時期と考えられる。

SK101～ SKЮ3(第 52・ 53図参照)

調査地西端部 E2・ F2,標高 1.30m前後で確認した土

坑である。平面は,α6m前後を測るやや不正形な円形を

呈する。深度はO14～ 625mを測り,SK102がやや浅く

なっている他,SK103の底面には,柱穴状の窪みが認めら

れる。何れも断面はU宇形を呈し,埋土はSX102,SE107

と同様の円礫を多量に缶ハッだ灰黄色シルトより充填さ才て い

る。出土遺物にはSK101,SK103から少量の備前系陶器

土師質土器 須恵器等の細片や貝殻,魚骨がある。

SP102(第 52・ 53図参照)

調査地西端部 E3,標高 1出 mで確認した柱穴である。

北半を欠くが 平面は,Mm程 の円形と推定される。深度

は躙 mを測り,断面はU宇形を呈する。埋土イよ多量の円

礫を含み,底音脱こは恨石が詰められている。出土遺物は無ヤち

SX102(第 54図参照)

調査地西端部 Dl・ El,標高 0.86mで確認した遺構で

ある。撹乱直下の砂堆面で検出したが 調査地の西壁

土層 (第 7図参照)からC層の下位に存在する焼土層上

面からの掘り込みが認められる。北・西音防潮 査範囲外へ

と広がっており,全容は不明であるが 南北 3.5m,東
西 24m以上の規模をもつ。深度は検出面からα84mを測

り,湧水層に達している。断面は台形を呈し,埋土は円礫

を多量に含む灰黄色シルト|こ より充填されている。出土遺

物は少量全 図化したものの他,弥生土器 骨片等がある。

SX102出土遺物 (第 54図参照)

403は肥前系陶敵 、灰釉の皿。高台内には,砂粒が

付着している。404は瀬戸・美濃系陶器く 志野茶碗。

405は備前系陶器悟鉢く 口縁言【及び播目の特徴から乗岡

編年の近世 2b ttにオロ当する。

SEЮ7(第 52・ 54図参照)

調査地西端部 D2・ E2,標高 1.12mで確認した井戸であ

る。大半部を撹乱直市の砂堆面で検出したが 東端の掘り

込みが焼土で充填されたSKl16の上面より認められ, また

SX102と同埋土をもつことから,これと同時期の所産と考え

られる。平面は17m程の円鹸 、掘り込みの下端には杭

が認められる。断面は段が付くものく また底面には径師竹

程の桶が据えら才て おり,内部に湧水が認められる。出土

遺物は少量く 図化したものの他,肥前系陶器 弥生土

器切ゞある。

SE107出土遺物 (第 54図参照)

4061ま瀬戸・美濃系陶験 、オ市色の釉を施す天目茶碗。

407・ I18は備前系陶器で指銚 大奏。407は日縁部及び

悟目の特徴から,乗岡編年の近世 lc期に相当する。409

～411は,土師質土器福鉢あるいは内耳付鍋とみられる

□縁部胤 高松城編年 (佐藤2000よ り,様相3までの

所産と考えられる。
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第 53図  SD101・ SD102・ SK101～ 103・ SP102平・断面図 (1/40)
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第5節  近世～近代の遺構・遺物

SX101(第 55図参照)

調査地西半部 D4・ E4・ F4・ O生 標高■%血鋭 認した

大型の遺構である。コンクリート製の基礎によリー部を欠く

が 平面は南】いこ留 m,東西に3.lm程の規模をもつ長方

形奄 ふμr Eの主軸方位を測る。深度はα83m,断面は

台形を呈する。埋土は概ね2つに大別され 最上位に基本

層序でB層とした近。現代の遺構べ‐ス層 (1層)が認め

られ,以下は多量の遺物と有機物・炭化物を包含した黒色

粘質上によって充填さオ顎fいる。また上述のように本遺構の

埋土に,SX103の石積に用いらヤて いたものと同様にみら

れる花商岩系の割石が数個体確認された。出土遺物か

ら,19世紀後半の埋没時期が考えられる。

SX101出土遺物 (第 56～ 73図参照)

出土遺物は多量でコンテナ150箱程となった。陶磁器類

の他 ,土師質・瓦質土器 瓦,石製品,木製品,金属製

品,ガラス製品等と多種にわたるものが認められる。

42～ 531は,磁器製品。ガラス質の光沢をもつ胎土から,

端反碗他,皿類や可ヽ形の様 な々器種について瀬戸・美濃系(関

西系)と推定される製品力Ⅵ巴前系のものと同程度認められ

る。また近代の所産に典型的な型紙刷りや銅版転写等を用

いたものは認められないことから,高松城編年 (松本2021

での様相9(19世紀末葉)以降には下らないものと推定さ

れる。

412～ 459は,碗及び碗蓋。端反碗が多数を占め
,

セット関係となるものが多く見られる徹獣颯 、関 噛 、

419/432,軽3/424,437/438,443/al。 肥前系では,端
反碗・碗蓋 1412～ 415,420～ 磁0の他,九碗・碗蓋 1437

～4391,体部が直線的に開く嗽碗形のものlal,広東碗

14411,湯呑碗 1447・ 4481が認められる。染付の装飾文

様では,413のように濃みの無い線描きの文様や口縁内面

に雷帯文,見込みえ様に線描きの環状松竹梅文を施すもの

が特色として挙げられる。銘款には「青」,「乾」の変形文

字が認められる。瀬戸・美濃系端反碗・碗蓋 1416～ 419,

426～ 4361の染付文様では,肥前系のものに比べて太い

線描きのものが日立ち,口縁内面の装飾文様も簡略化して

見られる。また見込み文様にはワンポイントの文様に加え,

銘款や年号を施すものも多く見られる。

442の広東碗は,内外面に黄褐色の釉を施現 443・型4は

瀬戸・美濃系 (関西系)奄 雲龍文が染付された丸碗・碗蓋。

445。 446も瀬戸・美濃系 (関西ぬ 。大振り鞠 のタイプ奄

濃みの塗坦めによる白抜きの意匠が見られる。449は筒形を

呈する色絵の暦手茶碗奄 呉須の染付と赤色の上絵を施坑

も0,451は瀬戸・美濃系 (関西系)く コノウレト色の上絵を

施現 鋼 の湯呑碗には,屋号とみられる九に丼桁の紋が

施される。452～ 4561ま瀬戸・美濃系 (関西系),色絵の碗。

赤を基調に青 黄,緑的 湘められ 452口よ掻き落しの技

法が見られる。器形には端反碗 t452・ 4531,九碗徴う,箱

形の湯谷碗 14561タイカ ものがある。457～ 459の端反碗・

碗蓋は,暗い灰色系の胎土で白化粧を行い,呉須の染付文

様を施現 4571よ E畔J圭 459は蛇ノロ高台になっている。

鶴 ～475は ,小杯・猪口類。佃 ～電5は瀬戸・美濃系

(関西系)。 Ъ01よ圏線のみの施文く 高台内に「清玩」の

銘款をもつ。4621よ白磁の盃契63～Ъ5は,高台内に廠勲咽

の銘款をもつものである。463・ 464は同形品く 電劉鵡黒須

の染付と金彩を施坑 464は圏線のみ,465は漠詩が染付

さ″て いる。466は粗製く 太い線描きで簡略な染付文様

を施現 467は白濁色の釉を掛け 呉須で菊を描く。468～

網 は,瀬戸・美濃系 (関西系)。 468は口錆を施し,外国

船を染付した盈 469は蛇ノロ高台く 口錆と金彩・青色の

上絵を施坑 470・ 471のように同形品く 様 な々色絵文様を

もつものが出上している。470は童絵の中に,「塩壷 醤油

あぼま 巡 とコノウレト色姓 絵を施坑 472は口鏡 外面

にのみ青磁釉を施坑 474・ 475は,肥前系の藝考文猪口

(4741,貝殻状に型押戯 形さヤ碇 紅皿貯0である。

476～ 4991ま皿。小皿は瀬戸・美濃系 (関西系)のものが

主体を占め,中・大皿のもので肥前系のものが目立つ。476

～488は,瀬戸・美濃系。476～ 479は (責)型成形のL
角皿 1476・ 4771,人角皿 14781,鳥形 14791があり,476を

除き何れも陽刻文に濃みを施魂 高台は角皿のものが四角

形 八角皿は円形 鳥形のものI影静同形になっている。480

～483は,陰刻文の反卿阻 4801北福神の陰刻文に,濃
みを施坑 481～ 483は,木型打込みの寿文皿。481は無紋

の白磁,482・ 483は本 青 的 詫V)られる。靱

～488は,瀬戸・美濃系 (関西利 。484は青磁奄 蛇ノロ

高台のもの。485も青磁く 繊湘な陽刻文をもつ角皿。内面

と外面を貼り合わせた型物く 兵庫県三田市の三田焼との

関連が推定される。4861染付皿奄 口錆と高台内に「太明

年製」の銘款をも▼乳 487は赤 青 黄色を用いた色絵のL
娼 は鯉を描く染付皿く 口錆を施し,高台内にはに劇 の

銘款が認められる。489～ 4991ま ,肥前系の染付L4891ま ,

蛇ノロ釉剥ぎを施j/JNIL。 4901よ内外面I齢岡目文を施すもの

く 見込みは菊花になっている。491は型打成形の輪花皿奄

口錆を施現 492も口錆を施す型打成形の輪花皿奄 白磁の

もの。443は環状松竹権 二重格子の染付文様をもつ。蛇

ノロ凹形高台奄 小さな折縁の口縁をも▼乳 494は型打成形

の輪花皿全 一枚絵に口錆を施魂 4951ま ,楼閣山水文の

角肌 隅К 縁文様に白抜きの意匠が見られる。496イ 鋳

文の皿全 縁克様は線描きとなっている。497は,松竹梅文

の輪花皿。縁文様には,蛸唐草を施坑 高台内に「冨貴長

春」の銘款と4箇所のハリ支え痕が認められる。08は,輪
花大皿。縁文様に微自曹阜 見込左期曲こラ剰船 竹梅文,

その外周帯には濃みの塗埋めによる白抜き文様が見られる。

高台内には「成化年製」の銘款 「キリ」と読める釘書きが

認められる。499は,夫蓉手花′働 大皿。漆による焼継

ぎとその傷隠しを金彩によって行っている。

500～ 乱1,516～ 518は,鉢朔廻蜂割妨頌。500～ K12硼巴

前系く 蛇ノロ凹型高台のもの。500はノ噛 形に推定される

染付角鉢く 濃みの塗埋めによる白抜きの意匠が見られる。
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第 55図 SX101平・断面図 (1/40)
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501は竹林七賢人文を描く染付鉢く「永楽年製」の見込

み丈様をもつ。高台内には,陣劉銘款が認められる。502は ,

見込みに山水文を描く輪花鉢。開3は,色絵の鉢。呉須

の染付 |こ本 責 (金彩?),及び黒色を用いた上絵が認め

られる。また口縁及び見込み部分の釉を剥dりと,黒色

で波頭文や菊花の絵付けを施している。5C4～ 506は,肥

前系の鉢類蓋。505は,外面に染付文様と青磁釉を施現

5C16は染付に加えく 赤,褐,緑色の上絵付を行う。507・

醐8は,肥前系の段重。508は色絵の福寿文段重奄 染

付に加えて赤,褐,責色の上絵付を行う。5091ま,肥前系

の染付鉢。510'■ 1も,肥前系の染付合子9516は,龍泉

窯系青磁の輪花鉢。口縁カウト反し腰の張る器形奄 内外

面にツヘヽラ彫りによる花唐草文を施♭∈いる。漆による焼継ぎ

とその傷隠しを金彩によってイ子つており,長期間保持してい

たものと推察される。517は肥前系,白磁花形小鉢。518

は瀬戸・美濃系,植木鉢。日縁に瑠璃釉,体部外面に青

磁釉を掛け分
'潔'も

の奄 波状の論 吉卜をもつ。

512～ 515は,急須,水注及びその蓋。5121鋼巴前系,

513～ 515は瀬戸・美濃系 (関西系)である。514は急

須全 注口に直交する位置に把手が付く。513は法量や釉

調から,514の急須の蓋と推定されるものく 焼継ぎ痕とそ

の傷隠しに金彩を施している。515は鳶口形のキロが付き,

その反対方向には耳状の把和 彰付くものと推定される。

519・ 520は仏飯器く 瀬戸・美濃系 (関西系)のもの。

519は総 ,520は瑠璃釉を外面に施坑

521～ 526は,瓶類。521・ 522イ期巴前系く 染付の油壷

と鶴首。523は瀬戸・美濃系く クト面に瑠璃釉を施す爛

徳利。レ4は関西系,青磁の入角瓶。前・後方向の2面に

陽刻文が施されており,半裁状の型を用いて成形されてい

るものと考えられる。485と 同様に,兵庫県三田市の三田

焼との関連が推定される。レ5・ 526は,肥前系の染付瓶。

525は,若松文の仏花瓶。526イこつヤては,同形品が数個

体出上している。

527は,関西系と推定される磁器焼成の灯明受け皿。

白磁奄 底部とかえりの上端は無釉である。528・ 529は ,

染付蓮華。5281鋼巴前系奄 底音騨よ凹状となっており畳付

を除き施釉さヤて いる。529は瀬戸・美濃系く 底部は無

釉。53Cl・ 531は,肥前系磁器の戸車あるいは窯道具。側

面音限勲薪由であるが 531については磨耗が認められ 戸

車として使用されたと考えられる。

理 ～鶴4は,陶器も磁器製品と比べ碗・皿類Iけなく,

替わって鉢類,鍋,土瓶,pじ抄 多ゞ数確認できる。産地

系統では,色絵のものは少ないが端反碗,灯明皿,鉢類

等で京・信楽系ものが多数認められる。またこれと明確に

は分類できないが,理兵衛・富田焼等在地産と推定される

鉱 鋼,土瓶類等も相当数認bられる。瀬戸・美濃系では

大型の鉢・甕類が多く,近世瀬戸窯編年 篠 澤口翔 では

第 10・ 11小期を中心としたものく 織部調の製品も認めら

れる。この他,徳島県の大谷焼と考えられるもの,関西の

焼物との関連が想定される刻E日をもつものも認められる。

532～ 譴4は,碗類。開2は陶胎染付く 口錆を施魂

533は,瀬戸・美濃系の広東碗。高台吉日よ小振り奄 呉須

で外面及び見込みに簡略な文様を染付している。534・ 535

は瀬2~・美濃系く 麦真手の奈良茶碗・碗蓋。536～ 曰0は ,

京・信楽系。536・ 537は端反碗く 一定量の出土が認め

られる。537は高台脇及び高台内に墨書が認められ 高台

内については「布引」と判読される。5381ま半球形を呈し,

呉須で蝶を染付けている。焼成は,良好で磁器質に近い。

5391軸く 見込みに円錐状のピン痕が残る。540・ 541

は,半筒形碗。541は,内外面に褐色の釉を施現 胎土

から理兵衛・富田焼が想定される。訊21騨鰭L下半にP剖

の六角印をもち,清水焼との関連が想定される。六角の印

で1ま清水六平衛 (D野日8年 初代清水六平衛が五条坂で開

窯)力戦日られる。器形は杉形を呈し,器面に大きな鞠幅目

を残魂 内面から外面上半部まで貫入の著しい長石釉が見

られ 透明色の釉は高台脇ま破 ぶ。口錆を施し,外面に

錆絵の染付力湘め られる。底部無釉奄 月台土は灰色を呈し

砂粒に黒色粒を含帆 543は全面に黒褐色の釉を施釉し,

外面は藁灰釉を重ねて施坑 見込みに3箇所の円錐状ピン

痕,畳付には熔着痕が残る。胎土から理兵衛・富田焼が

想定される。図4イ麟 が薄く,端反口縁で筒形を呈する。

高台内を除き貫入力湧泌やや褐色力謗 っヽた釉を施し,雛
で木賊文を描く。胎土から理兵衛・富田焼が想定される。

%～ 549は,小郭・猪口類。545・ 546は,平碗・丸

碗の器形を呈する。底部を除き,やや灰色力謗 っゝた牙由を施

魂 547は,杉形を呈し高台には三方の袂りをも▼乳 底部

を除きやや灰色力窮 っゝた釉を施し,呉須で染付文様を描く。

囲 は盃奄 内面から高台腸まで灰白色の釉を施現 底部

無釉く 器面は赤褐色に焼き締まる。胎土から理兵衛・富

田焼が想定される。549は内面に透明色の釉,タト面はやや

緑灰色力誘 るゝ釉を槽商状に施現

550～ 557は,皿類。550イ潮巴前系,象嵌文様を施す

三島f/Jtt。 551～

“

4は瀬戸・美濃系織部皿く 緑釉・

透明釉を掛
'九

鉄絵を描く青織部。551は,菊花文の皿。

内面に布目の圧痕が残り,やや歪な器形を呈することから,

手捏品と考えられる。552も外面に指頭圧痕状の窪みを残

すが 底部は回転ケズリで碁笥底に成形されている。553

も浅い碁笥底を呈し,その内吉日よ施釉さ厳 おり,底部周

辺の釉は拭き取られている。554は脚付のものく 舟形を

呈する。555は,瀬戸・美濃系染付皿。見込み文様に帆

掛船 縁文様に扇・草葉文が認められる。556・ 557は ,

瀬戸・美濃系の中・大皿。556は折縁の皿金 鉄絵で圏

線を描き,褐色の釉を用いた型紙刷りによる施文が認めら

れる。透明釉が畳付を除き,全面に施さ″傾fいる。557は ,

馬ノロ皿。底部無釉奄見込みに3箇所の目跡が認められる。

558～ 568は ,鉢類。558は口縁端部が内傾し,かえ

り状の段が付く。内面から高台脇まで灰釉を掛↓丸 クト面

の一部に白土を塗り,呉須の染付文様を施すЬ底部無釉

奄 高台内は兎巾に削られている。胎土から理兵衛・富

田焼が想定される。559は,四方隅入の鉢。内面に灰白
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色の釉,回縁から高台脇まで明緑色の釉を施現底部無釉奄

胎土は鈍しヽ橙色を呈し,やや軟質の焼成となっている。5al

は,蕪形?の変形鉢。内面から外面上半まで灰白色の釉を

施し,呉須で蕪を描き染付けている。また内面には,上絵

とみられる痕跡が認められる。底部無釉奄 見込みに円錐

状のピン痕が残る。胎土から理兵衛・富田焼が想定される。

561は,雲錦手鉢ぉイッチンで桜を描き,透明釉を掛けて

赤・黄色の上絵により紅葉を表現する。底部無釉奄 高台に

2箇所の袂りをも▼乳 月台土は灰色を呈し,砂粒が目立つ。尾

形乾山力清J作したとされる雲錦手は,また在地と関連する

仁阿弥道人,理兵筒の作によるものも知られる。562は瓶戸・

美濃系,志野大鉢。畳付を除き全面に長石釉を施し,鉄絵

を描く。563は 1砧曽音□ の刻印をもち,古曽部焼と推定さ

れる鉢。内面から体部外面に白土を施し,呉須で外面と見

込みに文様を描き,染付けている。底部無釉く 高台内の

隅に刻印が認められる。古曽部焼は,大阪府高槻市の古曽

部町で寛政年間頃,京焼を修行した五十嵐新平の開業に始

まり,1910年頃の廃業まで4代にわたり作陶力光子わ″ヴことさ

れる。564は,色絵の鉢。内タト面にやや灰色力謗 っゝた釉を

とW九 本 黒,自の色絵を施売 底部無釉で脚が付き,「与

到 の五角形印が認められる。刻印の存在については不明

だが京焼系であることから,その陶工,水越与三兵衛 (初

代,文化年間に五条坂で開窯,お〃年頃,3代で家絶える)

との関連が想定される。565は,四方隅入と推定される鉢。

白土を施し,呉須文様と錆絵を描き染付けている。底部無

釉奄クト面下半に同剖 の六角印が認められる。見込みtaま ,

円錐状のピン痕が残る。542と同様に円青」の六角印をもち,

清水焼との関連が想定される。胎土は,躍 と同様t現られ

る。踊 ・567は灰オリーブ色～透明色を呈する釉く イッチ

ン描きによる施文をもつ鉢も底部無釉奄 567のよう1こ円錐

状のピン痕が残るものがある。日騰 印よその折り曲げにより,

玉縁状 lMl,鍔】犬15771 となる他,将き々ものが出土してい

る。何れ胡台土から理兵衛・富田焼が想定される。568は ,

理兵衛焼と考えられる建水。内外面にオリーブ黒色の釉が

推Wナられ 外面に碗櫨目,見込みに渦状痕を残坑 底部無

釉奄 回転糸切り痕とその隅に破風「高」の印が認められる。

胎土は灰色を呈し,器面には長石が目立つ。

569～ 5741ま夫各焼と推定される鉢・壷類。赤褐色を呈す

る胎上に黒褐色の釉を施すものく 無釉②貞部に同心円状

のケズリが認められる。598～ 3М の瓶類等も合わせて 同

焼物と推定されるものが‐定量謗 られる。569は,蓋と内

面に,「 疑彊副 (「 さぬき」 P)の墨書が認められる。570

～572は,鉢。yll規込みに,焼成後の穿孔を施現 572

は口縁上端に熔着痕,外面に被熱痕が認められる。5731よ

茶入れの器形く 肩部に注目あるいは把手の痕跡が認めら

れる。574は壼く ほぼ完存する。575～ ♂71ま,京。信楽

系の蓋物。575・ 576は蓋く 上面に透明色の釉を施魂 И

も内外面に透明色の釉を施すもの奄 見込みに円錐状のピ

ン痕が3箇所認められる。底部無釉奄 赤亀顔料が付着す

る。578は,透明釉を施す片口銚 579は,京・信楽系の柄

杓。内面には錆絵が染付けられる。580～ 5891ま,蓋類。

580は京・信楽系,581～ 583については,胎土から理兵

衛・富田焼が想定される。581は,上面に透明色の釉を施現

無釉②真吉脱こ, 白泥の熔着が認められる。582は完存品全

摘みに亀形を只LTilける。上面は白上を推W丸 透明色の釉を

施現 無釉の底吉日こ,回転糸切り痕が残る。弼3は瓶類の蓋。

摘み部に白上を掛
'丸

受↓滞円を除き透明色の釉を施坑 幽

は,内面に「ラ団ル/理平」O/J■JE「をもつ急須類の蓋。上

面に透明色の釉を施し,やや軟質の焼成。理兵衛焼は明治

維新を迎えた慶応三年 十代理兵衛以陥 醒 判 と改めた

とさン化る。585・ 586は, ノリ、湘}〒郭炉。駁勇I涼・庁劃籍系奄

六角の香炉と推定される。呉須による梅文の染付が認めら

れる。底部及び内面は無釉奄 見込みに重ね焼きの痕跡が

残る。586は,内面上半から外面にかけ灰白色の釉に透明

色の釉を重ね,貫入が著しく見られる。底部及び内面は無釉。

胎土から理兵衛 。富田焼が想定される。587は,京・信楽

系の水滴。上帯 日こ透明色の釉を施し,上面には陽刻文が

認められる。588は青織部の畑 工く 完存品。底部を除い

て,全面に施釉する。589は,京・信楽系土瓶あるヤ司鵡 主。

内面上半からタト面に透明色の釉を施し,タト面には金彩 青

色の上絵の痕跡が残る。底部は無釉■ 粒状の3足になる

脚が付く。見込みには,環状の熔着痕が認められる。働0は ,

高古系急須。器壁が薄く,胎土は灰黄褐色を呈する焼き締

めである。型成形と考えられ 上半・下半部を繋ぎ合わせる

接合痕と上半部を巻き合わせた痕跡が認められる。外面の

装飾に,沈線文と赤・白・黄・緑色を用いたイッチン描きで

梅花を表現している。591・ 592は京・信楽系の壷・同蓋奄

格¨ 鏑と白土,呉須,錆絵による梅花薄D学智寸を施現

朋 ～⑪01ま,瓶縄 593は,水白粉瓶。内外面に灰オ

リーブ色の釉を施し,「〔 〕G大坂□□HJ」 と判読されるイッ

チン描きが認められる。岡4・ 595は,徳利。594は,錆絵の

染付が認められる。595は口縁に灰釉を施し,呉須文様と

鉄絵の染付が認められる。596は,爛徳利。鳶口形の片口,

耳状の把手が付くものく 銚絵を施現 岡71よ,呉須文様と

錆絵の染付力澪乾)られる。598～ 側Lは大谷焼と推とされる

もの奄 何れもほ曖尭存する徳利 150・ 501,花生 lalで
ある。側 は,購日こ咽刻 と半愕壽れる善勲湘められる。

肥 ～613は,灯火具。602～ a18は京・信楽系灯明皿
,

受皿。ともに大,屯 月ヽの法量が認められる。内面を施釉し,

外面及び底部に回転ヘラケズリ痕が認められる。皿は見込

みに,円錐】犬のピン痕が残るものがある。受皿は力浣りの上

端音酔湘 由となっており,働8には環状の重ね焼きの痕跡が

残る。側併 610は京・信楽系く 脚付の灯明受皿。大,小
の法量が認められる。かえりの上端部と底部を除き,透明

色の釉を施現 底部には,回転ヘラケズリ痕が認められる。

611i湧煮・信楽系のカンテラ全 内面から外面上半部に力Чナ

透明色の釉を施現 612・ 6131よ ,ひょうそく。612は ,瀬
戸・美濃系。底部を除き,柿色の釉を施魂 底部には,回
転糸切り痕が残る。613の回縁端部には,ボタン状の突起

力韻占り付けられる。胎土から理兵衛・富田焼が想定される。
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614～ 619は,鍋・土瓶縄 614・ 615は,行平鋼・同議

共Iυ卜面に鉄泥を塗り飛飽を施し,内面は透明色の釉を施

すものく 見込には円錐状のピン痕が残る。装飾には,蓋
上面にイッチン描きによる施文,鉄泥を塗る鋼の把手には陽

刻文を施坑 何れも胎土の特徴から,理兵衛・富田焼が想

定される。616は把手付鍋く 円形になる組状把手が付く。

外面上音日こ鉄泥を塗り,内面は受け部を除いて灰オリーブ色

の釉を施坑 底音騨こは3足の粒状脚が付き,「 ヒ月 と判読

される墨書が認められる。胎土から理兵衛・富田焼が想定

される。617イ討巴手付鍋奄 方形になる組供把手が付く。受

↓澪Бを除き,内面及び外面上部に透明色の釉を施魂 底部

には,粒状の脚が認められる。618・ 619は,土瓶。618は

外面に白土を薄く刷毛塗りし,錆絵を描くものく 灰オリー

ブ色の釉が蓮弁状に掛けらン傾fいる。619も染付莞様を施す

ものく 透明色の釉下には白土の薄ヤ婦J毛塗りと呉須文様,

鉄絵が認bられる。618・ 619共に,胎土の特徴から理兵

衛・富田焼が想定される。

囲 ～鶴2は,鉢・彰議鳥 620は,火鉢・番炉類。月台土は

鈍・鵡 色を呈するもの奄 口縁内側から外面|こ力司ナてオリー

ブ黒色の釉を施し,齢 日こは白色の釉を薄く重ねる。高台

部は本来別個体と考えられる皿形が 熔着しi照 で施釉・

焼成さ″傾ξいる。見込には泥の熔着が認められる。621は ,

香炉類の脚。黒褐色の釉下に,高橋道人の屋号とされる陣

仲亭道入製」の丸印が認められる。磁21ま瀬戸・美濃系悟

鉢奄 クト面に柿色の釉を施坑 623は,小形の植木鉢も口

縁内側から外面に力ヽ ナて灰オリーブを施し 上半部に白土を

重ねて錆絵を描く。底書Ыよ無釉奄「り_□ の墨書が認めら

れる。胎土から理兵衛・富田焼が想定される。94は,瀬戸・

美濃系の大鑑 高舗蒔訳 ,論 閾の緑釉,罐 施坑

625は瀬戸・美濃系植木鉢奄 クト面に型紙刷りによる施文,

日縁には鉄絵で鋸歯文を施坑 同形のものく 法量力朔 さヽ

いものも存在する。磁6は本鰍筆朝台土に,クト面に暗赤掲色

の釉を施坑 内面及び底部は無釉全 見込みに環状の重ね

焼き痕が認められる。傍 ～鶴2は,瀬戸・美濃系。27は
,

流水陰刻文の水甕。高台内の隅に,陸≦左)衛F]」 と判読

される墨書が認bられる。α8は練鉢全 白・緑色の釉を掛

け分け 内外面に透明釉を施坑 底部無釉奄 高台内には

鉄泥を塗布する。99は,桐の陰刻文をもつ火鉢も3足にな

る脚部の付け根には,各 穿々孔を施坑 内面及び底部には
,

鉄泥を塗布する。側0は底音脱こ墨書が認められ「(0六月

吉日(木勿 山EElk■ tt1/_l衛門」と判読される。皿 は,甕。

内外面に柿色の釉を施し,更tυtti3よ鉄釉を流魂 同形奄

法量力耕さいものも存在する。鶴2は, 3足の脚付盤も口縁

及び外面に蓮弁の陰刻文を施し,緑釉を掛ける。内面は透

リロ働 釉を施し,底部日ま鉄泥を塗布する。

饂 ～鶴81よ,備前系の焼き締め,無釉陶器奄 鉢類を

中心に一定量認められる。633は粗製の奏く 底部無調亀

634・ 6箭 は,捏鉢①触 も粗鎌 ,無調整の底部に砂粒が

熔着する。見込みには,一面に円形の重ね焼き痕が残る。

大型の635は暗赤掲色に焼き締まり,見込みには一面に環

状の重ね焼き痕,底部には円形の重ね焼きの痕跡が残る。

636・ 637は,備前系灯明皿。637は型打の陽刻文をもち,

日縁に塗土を行う。638・ 639は

'札

6範 は蓋く 上面に塗

土を行う。641の鉢も,口縁内側から尽 、底部まで塗土を

行う。642は鉢く 体部のtTF■により沓形に歪む。底部には
,

板状圧痕が認められる。643は,油壼。図4は人形徳利く

完存品。底部隅の刻印から,堺産と推定される。弘5は花

生奄 箆彫り文,貼花を施現 器面は暗褐色に焼き締まり,

責ゴマが熔着する。底部の隅に,「Qの 刻E防和 られる。

漆による焼き継報 が認められ 長期間保持していたと推定

される。646は,急須。器壁は薄く,鈍い橙色に焼き締まる。

注回の下半部に,「○」の刻印が認められる。647・ 648は ,

橋鉢。ともに粗鎌 ,無調整の底書Ⅲこ砂粒が熔着する。見

込みの指目から,図8は明石産と推定される。649は,窯道

具の可能性が考えられる環状の粘土組。赤褐色を呈し,片
面旧砂粒が溶着する。

嗣 ～667は,源内・屋島焼と推定されるもの及び軟質

施釉の陶器Э的0は碗く 口縁端音防 やゞや内側に月凹歌 る。

鈍い橙色の胎土く 灰オリーブ色の釉が薄く全面に施される。

側 は,脚付きの盤。鈍い橙色の胎土奄 上面に透明色の

釉を施坑 錆絵を染付け 赤 。白色姓 絵で梅花文を描く。

652は,日軸 ポウン淋の多獣砂拇付く欲刀EI L膵輌

に錆絵で笹葉を描き,薄く透明釉を施現 底部には回転糸

切り痕が認められる。鶴 ～656は,源内系の焼物と推定

されるもの。653は,角鉢。型成形のもの奄 口縁に穿孔

部現 込みに牲丹の陽刻文をもつ。内面に白・緑の釉を施し,

透明色の釉が全面に施さ″傾ξいる。胎土は,橙色を呈する。

銀 は,長皿。花唐草の陰刻文をもち,緑釉が全面に施さ

れる。胎土は,灰白色を呈する。型成形と考えられるが 高

台は貼付けられている。655は,花形を呈する香炉。内部

構造I玖損するものQさ な】炒 ものが認められる。内面及

び高台には、陽刻文が施される。胎土は灰白色く 透明釉

を施す高台内と内側構造部の他は全面に緑色の釉が施釉さ

″蛍:いる。656は舟形を動 る鉢く 接合部から板作りと考

えられる。内面に一部緑色の釉力逹卜かるが 底部を除く全

面に透明色の釉を施している。底部の中央には長方形枠の

刻E防絹V)られるが その銘tOつしてイ斗鰯 とである。胎

土は,灰白色を呈する。657は,染付鉢。赤橙色の胎上を

もち,全面に白化粧を行っく クト面に呉須の染付文様を施

坑 器面の貫入が著しい。底吾印よ碁笥底奄 内部に渦状痕

が認められる。鶴8は,植木鉢。□縁の内側からクト面にか

けて黒色の釉を施すЬ胎土は,赤橙色を呈する。659・ 660

は,染付の土瓶・同蓋。ともに白化粧をし,呉須による染

付文様を施現 657は底部無釉全 回転糸切り痕が残る。

上面に施釉された透明罪帥よや¶享く,貫入が著しく認められ

る。660の注目下精 日こは,「だ争彎 の名が染付けら才顎fい

る。661・ 662は,周辺部の調査く 屋島の刻印をもつこと

が知られる急須 。同蓋。赤橙色の胎上に,硬質な透明色

の釉を施すもの金 この他に把手付鍋 (660,行平鍋 16641

が一定量認められる。665～ 667は ,同一個体と考えら
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